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　成田ニュータウンの北部地区にある本校の校地は、地質
時代第四紀洪積世の地層である成田層が露出していて、太
古の海底に堆積した貝類が化石として多産する。その貝殻の
三枚を組み合わせたデザインで、本校の教育理想「知育・
徳育・体育の調和」を形象化し、また校訓「自律・協調・健全」
を目指して努力する若人の進歩を貝殻の成長線で示した。中
央には校名より北の字を配して、国際空港都市成田から世界
に雄飛するジェット機に模し、未来に向かって発展する若人
の可能性を表現した。



教 育 目 標

。。

校訓　「自律・協調・健全」のこと

進んで知性・教養を磨き、自らの規範によって判断し、行動規制のできる人をめざす。
中学時代までは親や教師に指示される他律的行動規制が多いのであるが、高校生
は一歩進んで、自律的行動の確立に努めなければならない。自律は自立への必要条
件でもある。過保護に甘え、忍耐力に欠ける若者の通性を戒め、稚心を去って成長
する人間をめざすことを望んだもの。

「 自 律 」
他律から自律への意識改革。

集団の一員としての連帯意識をもち、他人への思いやりや互譲の心を基礎に、社会
において協力調和のできる人をめざす。グローバル化が進む社会、自己本位の考え
方が摩擦を生む社会で貴いものは「協調」である。

「 協 調 」
自己主張の前に相手を思う。

強健な身体と精神に加えて逞しい意欲、実践力の持ち主をめざす。明治の昔から尚
ばれた徳目に「質実剛健」があった。今でも通用するのであろうが、時代的に体得
が難しいこと、男女共学にふさわしいものであること、そして生命の尊厳を教える
時代的要請などから「健全」を採用した。平凡なことではあるが、心身の健全さこそ、
人間の教養や英知を支える最も重要なことであるからである。

「 健 全 」
人間活動の基本。
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　千葉県立成田北高等学校創立４０週年を迎えることに心よりお祝い申し上げます。これもひとえ
に創立当初より献身的に生徒の指導に当たって来られた教職員の方々の並々ならぬ努力と、後援
会、同窓会、PTAが三位一体となり、良質な教育環境の提供や学校運営のサポート役となり盛り
上げ積み重ねてきた結果であり、成北を取り巻く全ての関係者の努力の賜物であり深く敬意を表
します。また、私自身も６期卒業生であり、その後PTA会長も経験させていただいた上、更にこ
の４０周年記念事業の取りまとめ役として携われることは、大変光栄に思うと同時に、非常に感慨
深いものがあります。
　成北の入学式で先輩方が歌っていただき、始めて耳にした校歌が今でも心に残ります。歌詞に
「ペガサス」というカタカナが入っていることが近代的だなと思ったことを、また、成北に入学
が決まった時、山口地区に生まれ育った祖母の話で、グランド辺りには千把ヶ池という大きな池
があったと聞かされていましたが、初めて門をくぐった時は既にその面影は感じられませんでし
た。しかし、一度雨が降ると水捌けが悪く、開校当時を知る先輩方の話によると良くなった方だ
と聞かされ、そうした時祖母の話を思い出し、成北の歴史の浅さを当時は感じました。しかし今
では、改良を重ねしっかりとしたグランドになり、学び舎としての最良の舞台として生徒を迎え
入れ、送り出していることに嬉しさと誇りを感じています。
　昨今、社会・経済・文化とどの分野においても、めまぐるしいスピードで情報が飛び交い、簡
単に国境を越える多様化したこの世界を、昭和５５年に開校して以来、今日まで成北を巣立った卒
業生は、５０代半ばを筆頭に各方面で活躍して幅広く社会を支えております。在学中は校訓である
「自立・協調・健全」をもとに、勉強や部活動と一生懸命取り組む大切さと喜びを学び、そして
高い目標を掲げ、新しい時代に順応するべく豊かな発想力と自ら困難に立ち向かう勇気を養い、
私は今このかけがえのない経験がいかに実社会において必要であり大切であるかということを実
感しています。引き続き同窓生の皆様には、成北を卒業した誇りと責任を持って人生を歩んでい
ただき、成北を卒業して本当に良かったと思っていただきたいと思っています。そして、後に続
く後輩も、成北で学び大きく飛躍し続いていただければ、更に素晴らしいことだと思います。
　今回、この４０周年記念事業開催にあたり、後援会、同窓会、PTAそして校長先生をはじめとす
る教職員の方々の協力のもと実行委員会を立ち上げ準備を進めて参りました。実行委員会発足当
初は記念式典や祝賀会、記念事業、記念誌の発行等計画を軸に進めて参りましたが、皆様もご承
知の通り世界中に蔓延した新型コロナウイルス感染症の影響を受け、当初の計画を大幅に変更せ
ざるを得ない状況となりました。本来ならば学校関係者並びに同窓生と共に、成北の４０周年とい
う節目を振り返る予定でありましたが、計画の変更余儀なくされ、最終的に記念誌の発行及び記
念事業のみとなってしまったことは、とても残念でなりません。今後迎える５０周年記念事業では、
是非とも私たちが成し得なかった事業を開催し、大いに盛り上げていただくことを期待したいと
思います。
　最後に、この輝かしい千葉県立成田北高等学校が、今後益々発展し、たくましい若者たちが羽
ばたく場であり続けることを心から祈念いたします。また、創立４０周年記念事業開催準備にご尽
力いただいた全ての方々に心より感謝申し上げお祝いの挨拶といたします。

創立４０周年を祝して

創立４０周年事業実行委員長　百瀨　幸次　
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　本校は、地域社会の強い要望を受け、昭和５５年４月１５日、成田ニュータウン北端の地に誕生い
たしました。以来４０年の歳月を経て、多くの卒業生が有為な人材として本校を巣立っていきまし
た。これまで本校が教育活動を続けてこられましたのも、開校当時の職員、生徒、さらにはPTA
の方々の気概を礎とし、その志を継承された学校関係者の方々の御努力と、成田市をはじめとす
る関係機関の皆様の御協力の賜物です。開校当初は学年４クラスでしたが、昭和６３年から１０クラ
ス規模に、現在は生徒数減少の影響で１学年７クラスとなっています。生徒数は変わっても「自
律・協調・健全」の校訓のもと、不断の努力を継続し教育活動を展開する姿勢に変わりはありま
せん。さらに、令和２年度からは普通科の中に医療コースが設置されましたので、今まで以上に
地域に根差した人材の育成ということが求められていると思います。
　さて、本来であれば令和２年１１月１３日に創立４０周年記念式典が挙行される予定でした。しかし、
令和２年の初め頃から日本では新型コロナウイルスの感染が次第に拡大したため、これまでに例
のない全国一斉の休校措置が実施され、本校でも３月４日から５月末まで臨時休校となりました。
この間、卒業式や入学式も行ったとはいえ、式辞の省略や参加者の制限、時間短縮等、限られた
中での開催となりました。また、６月からは学校が再開されましたが、当初は分散登校や時差登
校での運用となり、７月末に終業式が行われ、夏季休業も短縮されました。この影響を受け、部
活動や諸活動は満足にできず、黎明祭を始めとした様々な学校行事、各種大会等が中止となり、
創立４０周年記念式典につきましても実行委員会の判断で、開催中止という事態に至りました。パ
ンデミックによる学校の運用・対応が未曽有の出来事とはいえ、この時期に記念式典が重なって
しまい、実施に至らなかったことは極めて残念なことです。
　コロナ禍によって社会は影響を受け、様々な業界に被害をもたらしました。その一方で、デジ
タル化、ICT機器活用の面では、社会や学校に新たな変革をもたらす契機となるという見方もさ
れています。コロナ禍以前から、AI技術の急速な進展等によりSociety５.０の社会を迎え、今後は
予測不可能な時代が来ると、よく言われておりました。コロナ禍もその契機のひとつであったと
言える時がやがては来るのかも知れません。学校も様々な意味で変革期にあるということであれ
ば、先人の教えに倣いつつも、時代のニーズに対応した努力をすることが求められることとなり
ます。関係者の皆様には、今後も本校に対する御理解と御支援、御協力を賜りますようお願い申
し上げますとともに、これからの成田北高等学校の発展に資するよう、その歩みを進めて参りた
いと思います。
　結びに、創立４０周年記念誌を発行するにあたり、実行委員長様、PTA、後援会、同窓会の皆様
並びに原稿や資料をお寄せいただいた方々、編纂に御尽力くださいました方々に、心より感謝申
し上げます。

創立４０周年記念誌の発行にあたり

校長　弘海　政信　
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　成田北高校創立４０周年おめでとうございます。成田北高同窓会を代表いたしまして、心よりお
祝い申し上げます。また成田北高同窓会「黎明会」の会員の皆様におかれましては、ますますご
活躍のことと拝察申し上げます。
　令和２年に創立４０周年を迎えまして、PTA　後援会　黎明会が共同で、記念式典、祝賀会など
の作業を進めてまいりましたが、この春より世界中に新型コロナウィルスの流行により、各分野
に大きな影響が出ています。成田北高校でも恒例の行事は、軒並み中止となり、二カ月以上授業
ができない状態が続き、記念式典、祝賀会は中止となり、とても残念であります。
　母校である成田北高校は１９８０年に開校し、第１期生１８８名でその歴史が始まりました。我々２
期生は、男子９６名　女子８６名　計１８２名で第２回入学式を迎えました。当時成田北高校の体育館
は建設中で、成田西高校（現成田国際高校）の体育館をお借りしての入学式で、生徒総会も屋上
まで椅子を運び青空の下で行いました。成田北高校は未完成の高校なのだと実感したものです。
校則は厳しいのですが、自由でなんでも出来る未完成な高校でした。
　月日がたち私が同窓会の会長としてこの成田北高校に再びお世話になるとは思いもよりません
でした。３０年ぶりに母校に訪れると当時植えたばかりの木々がとても大きく立派に育って、花壇
にもきれいな花があり、緑に囲まれた高校だと思いました。職員玄関を入ると、亡き父がPTA会
長を務めた時に寄贈した「大樹」と命名された絵が今も飾ってありました。当時を尋ねると、大
樹のごとく大地に根を張り、将来を見つめ、鏡の如く清い心と、雨風にも揺るがぬような強い意
志を持つ人に育ってほしい。そして北総の地に不動の成田北高校が樹立するようにと願いを込め
たとのことでした。
　この１０年の同窓会活動としては、まだ名称のない状態でしたので、名前を付けようということ
になり、校歌の歌い始めの黎明と文化祭の名称が黎明祭、そしてその黎明祭の日に総会が開かれ
るとのことで黎明会と命名しました。今では、会員も１万２千人を超える大きな組織になってい
ます。
　黎明会の活動として、黎明会をどう知ってもらうか、新しい仲間、世代を超えた付き合いがで
きるか、母校の情報発信活動、部活動の活躍情報、黎明祭などで成田北高校グッズの販売また消
防隊北高OBによるAED講習やマラソン大会への協力も毎年の行事になっています。各世代との
情報交換活動の場として懇親会などを行い、徐々に規模も大きくなり、多くの会員の皆様に参加
していただけるようになりました。また、４０周年事業としては、グランド階段上の時計塔（卒業
記念品）が壊れていたので、新しい時計塔を設置しました。後援会、PTA合同で体育館の緞帳
（卒業記念品）の修繕を行いました。今後も母校との連携を密にしながら、母校の発展に貢献でき
る立場でありたいと思っています。
　月日の流れで、制服も変わり、生徒数も多くなり、校舎も歴史の流れを感じる姿になってしま
いました。何よりも私自身の子供たちが成田北高校に入学し、先生方や多くの仲間に導かれ、地
元に根付き、地元に愛される高校へと成長したことが、成田北高校の卒業生の一人として嬉しく
思います。これから益々発展し、我が家のように２代目世代から、その先の世代からも支持され
る高校へと成長していくことを心より願って、創立４０周年の挨拶とさせていただきます。

創立４０周年を祝して

黎明会長　山内　啓嗣　
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　千葉県立成田北高等学校が創立40周年を迎えられた事を心よりお祝い申し上げます。
　昨今のように少子高齢化が進み、学校の統廃合が加速し教育環境が大きく変化する中で、成田
北高校は普通課程の高校でありながら医療コースを併設するなど県下有数の規模と優良校になり
ました。今日に見られる通りの発展と成果を上げてこられたのは、歴代の校長先生を始めとする
本校に赴任された教職員の皆様方の弛まぬ努力の結晶であり、併せてPTA・同窓会・後援会の皆
様による学校への惜しみないご協力の賜物であると思います。これまでの弛まぬ努力とご協力に
改めて感謝申し上げます。今後も教職員の皆様並びに学校関係団体のご協力を頂くことで、前途
有為の若者を育みながら50年・100年へと更に発展していくことを確信しています。
　40年の節目を迎えた今年は、非常に記憶に残る年となりました。春先より新型コロナウィルス
感染症が世界中に蔓延し、昨年まで行っていた卒業式や入学式、学校行事等が縮小や中止を余儀
なくされています。また、普段の生活においても「当たり前」であったものが制限や規制をされ、
日常が非日常へと大きく変わりました。しかし生活様式の変化に戸惑いながらも、感染対策の一
環で行っているマスク着用や3密を避けた行動等が「自分が感染源にならない、家族や周りの人々
に感染させない」という思いやりに改めて気付かされました。この思いやりを忘れずに日常を過
ごすことで、コロナウィルスを恐れることなく、非日常と感じたものが日常的なものに変化して
も戸惑うことなく対応していけると思います。
　さて、私は二人の息子が本校でお世話になり、PTA活動に参加させて頂きました。子供たちが
卒業した後も縁あって後援会での活動を続けることとなりましたが、今日まで多くの北高生を見
てきて感じたのは、生徒たちが屈託なく明るく元気に高校生活を楽しんでいるという事です。保
護者や私たち後援会のメンバーへの挨拶はとても爽やかで気持ちの良いものですし、卒業式では
卒業生が先生や保護者に向い「有難うございました」という感謝の気持ちを素直に表現し、穏や
かに会場をあとにする姿に清々しさと感動を覚えました。成田北高校はそんな生徒を育む環境に
あります。このような素晴しい環境と「素直で爽やか」という校風を、在校生、保護者の皆様、
そして今後の北高生と共に、伝統として引継いで頂きたいと願います。
　成田北高校は、卒業生達の高校時代を懐かしく思う気持ちや、母校を誇りとする気持ち、ここ
に集った多くの方々の思いによって支えられ、更に時を刻んで行きます。
　今後も、先生方の愛情とご指導の下で多くの生徒たちが勉学・スポーツに励み、輝ける十代の
季節を過ごして、更なる広い世界への扉を開き巣立っていくことでしょう。
　創立40周年を契機として、学校・地域・家庭の連携をより深めていくと共に、成田北高等学校
の理念と理想を求め、更なる飛躍をとげられますようご祈念申し上げ、お祝いの言葉とさせて頂
きます。

創立４０年を祝して

後援会 会長　吉村　貞男　
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　新天皇即位による令和という元号変更から２年目を迎え、東京オリンピック・パラリンピック
開催を予定していた２０２０年。そして無慈悲にも新型コロナウィルスが日本を来襲し教育現場や日
本経済にも大きな影響を与え歴史上、衝撃的な出来事が起こった年に、創立４０周年を迎えること
になりました。喜怒哀楽の、どれか一つだけでは表わし得ない不思議に交錯した感情を持つこと
になった節目の年であります。
　４０周年という長い歴史は、歴代校長先生をはじめ諸先生方、卒業生の皆さまが、本校の教育の
理想や校訓を脈々と継承し、そして同窓会、後援会、PTA、地域の皆さまのご支援と関係各位に
おける不断の努力の賜物であると思います。PTAを代表しまして心から敬意と感謝を申し上げ
ます。
　本校のPTA行事や学校行事に参画して感じたことが３つあり、１つ目は学校長をはじめとする
教職員皆さまの御指導の賜物だと思いますが、北高生徒の実直な取り組みが印象的であること。
２つ目に本校同窓会組織、後援会組織、PTA組織の３団体の連携がスムーズであり、同窓会、後
援会の両組織が学校運営や生徒のためPTA活動にも連動してご尽力頂けていること。３つ目は、
多くの保護者皆さまがPTA活動に参画していることが実感することができました。
　２０２０年度のPTA活動は、文化祭、体育祭、マラソン大会等の学校行事中止に伴いPTAからの飲
食提供が行えず、広報委員会の会報紙発行事業以外、すべての事業が中止となりました。
　本来のPTAの主な活動として、教養研修委員会では、生徒のための未来講座事業、生徒を見守
る校外指導委員会、生徒の国際交流のサポートを行う国際交流委員会、ユニークな広報紙作製に
取り組む広報委員会、文化・地域委員会では、焼き鳥調理など様々な事業を企画し学校行事に参
画しております。
　そして５つの委員会をとりまとめるPTA本部は、今年度はコロナ禍で通常のPTA活動が、でき
ないがゆえに生徒のためにできることを模索した結果、生徒と教職員の衛生環境を保つべく消毒
液の購入や昇降口に非接触型検温装置の導入を行いました。本部役員同士も仲良く協力し理事皆
さまの意見を集約しつつ積極的に工夫を重ねた活動も行うことができました。
　あらためて思うことは、生徒の笑顔創出に寄与する活動機能が、PTAの伝統として、しっかり
と引き継がれている北高PTAであると感じております。
　１００年に１度起こっている「パンデミック」は１７２０年「ペスト」１８２０年「コレラ」１９１８年「ス
ペイン風邪」２０２０年「新型コロナウィルス」が歴史上記録されていると思います。今回のパンデ
ミックも世界や日本経済をも揺るがし、日本の宝である生徒児童への教育にも影響を及ぼし現在
も、この局面は続いている最中であります。
　しばらくすれば、必ず治療薬やワクチンの対応ができて安心安全の世の中になっていると思い
ますが、　また同じような状況がやってくるかもしれません。今回、辛酸をなめたのは生徒だけ
ではなく、全世代が今後の社会へ、この経験を活かす試練が与えられたことを感じざるを得ませ
ん。
　最後に本校が４０年かけて作り上げてきた伝統が継承されていくこと。無限の可能性を秘めた千
葉県立成田北高等学校が新たなるウィルスが出現や、様々な事象が起こりうる社会に立ち向かっ
て乗り越えていく人材、新時代の礎となる多くの生徒を輩出する高校であることを切に願うとと
もに、更なる飛躍を祈念させていただき創立４０周年の挨拶とさせていただきます。
　～Never　Give　Up!!～

創立４０周年を迎えて
　　 ～Never　Give　Up!!～

PTA会長　鳥海　直樹　
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　今年度、創立４０周年を迎えた成田北高校は、これまでに多くの生徒が卒業し、そして卒業後さ
まざまな分野で活躍する有意な人材を送り出してきました。ここに、長い歴史と伝統を感じ、感
慨深い思いがあります。
　４０年という、私たち生徒が今まで生きてきた時間よりも遥かに長い月日の中で、千有余人とい
う先輩方が積み上げて下さった成田北高校の文化や伝統は、言葉では言い尽くせない大切なもの
であると改めて感じています。今までの先輩の功績の上に今の私たちの学校生活が成り立ってい
るのだと思うと、感謝の気持ちでいっぱいです。そして、歴代の先生方、そして社会に羽ばたき
活躍されている先輩方の努力によりこの学校は成長、発展してきました。
　皆様の御支援・御協力のもと、私たちは現在、「自律・協調・健全」の精神を胸に、様々なこ
とにチャレンジし、仲間と協力し、勉学や部活動、学校行事の更なる向上を目指し、学校生活を
送っています。そして、この教育環境の中で、私たちは貴重な青春時代を充実させ、卒業後は先
輩方に続き社会に貢献出来る人材になれるよう努力を重ねていきます。
　今、創立４０周年という節目を迎え、成田北高校がさらに発展し、より良い学校生活になること
を願い、お祝いの言葉と致します。

創立４０周年を祝して

千葉県立成田北高等学校第４０期生徒会長　山倉　　梓　
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体育館用スクリーン
平成２６年３月２３日設置

大樹（山内克己）

海へ　創立１０周年記念像
メタセコイア
校舎竣工記念樹

緞帳　令和２年８月３１日設置

時計塔改修
第６回卒業記念（平成２７年度２０１６年３月）
設置（同窓会）
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　千葉県立成田北高等学校は創立４０周年を迎えることになったが、この４０年で本校も成田市周辺
地域も大きな変貌を遂げている。そのことは本校の歴史を語るには重要なことである。JR成田
駅の門前側の開発により旧商店街の街並みが変わり、交通の便がさらに良くなった。成田参道の
セットバック事業により、参道から電柱が消え、街並みがきれいになった。そのことで文化事業
への弾みがさらに進み、成田伝統芸能まつり・スカイタウンでの催し等で、高校生の参加の機会
が増えた。書道展への参加は発表の場をいただいた。また、北総線の成田湯川駅の新設により、
印西方面・空港方面から通学し易くなった。ニュータウン外周道路の延伸、北総線側道国道４６４号
の延伸により道路網整備され交通の便が良くなった。国際医療福祉大学と大学付属の成田病院が
出来たことにより、本校にも医療コース設置され、医療従事者を増やす体制が整ってきた。
　それでは、これから開校からの３０年間のあゆみを簡単に紹介します。

1980年
～1982年

成田北高校の第１回卒業式まで　　 　

１９８０年（昭和５５年）４月１５日第１回入学式（会場：千葉県立成田西高等学校体育館：現成田国際
高校）新入生１８８名　初代校長岩上利男　５月２日徒歩遠足（風土記の丘）　
６月１４日PTA設立総会　７月３日生徒総会　７月２７日～２９日林間学校（富士
緑の休暇村）８月２４日～２５日リーダー研修会（神崎青年の家）　１０月９日ス
ポーツ大会　１０月１８日柘植１０１本植樹（グランド）　１１月２２日校旗・校歌制定
式　第１期生徒会長石井幹夫　２月７日第１回耐寒マラソン大会

１９８１年（昭和５６年）第２期生入学（式場：千葉県立成田西高等学校体育館）１８２名　７月２３日体
育館竣工　８月６日北校舎竣工　９月１８日～１９日第１回黎明祭　９月２７日テ
ニスクレーコート完成　１０月１６日芸術鑑賞会　１０月２５日～２８日２学年修学旅
行（京都・奈良）１１月１９日合唱コンクール

１９８２年（昭和５７年）第３期生入学１８０名　この年の遠足は１年生：房総風土記の丘　２年生：上
野公園（ミレーの「晩鐘」鑑賞）　３年生：川崎製鉄千葉工場見学　６月１７
日生徒会映画会「クレーマー・クレーマー」　１０月１７日読書感想文発表会　
１０月３０日校舎落成記念式典（メタセコイアが竣工記念樹）　１１月１８日校門・
前庭完成　１１月２２日３年生テーブルマナー講習会　２月３日第１回予選会　
職員劇（作冨山）　３月９日第１回卒業式　３月２４日生徒会誌「北星」第１
巻発行　第１回卒業生１８１名

全景　グランド中央の水溜りが見える　昭和５５年１２月
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１９８３年（昭和５８年）第４期生２７１名　１２月２４日～２８日第１回スキー教室（長野県車山高原）第２
回卒業生１７７名

１９８４年（昭和５９年）第５期生２７５名　第２代校長石井功着任　６月１５日県民の日制程　９月１２日
緞帳完成　グランド整備完了　第３回卒業生１７５名

１９８５年（昭和６０年）第６期生入学２７４名　第４回卒業生２６５名
１９８６年（昭和６１年）第７期生入学３２０名　３月６日同窓会入会式・校歌碑除幕式　第５回卒業生

２６６名
１９８７年（昭和６２年）第８期生入学３３０名　第３代校長羽生正充着任　清掃を当番制に切り替えた
　　　　　　　　　３月体育館ピロティー改修工事竣工　第６回卒業生２６８名
１９８８年（昭和６３年）第９期生入学４７０名（１０クラス）　芸術科目に工芸を加えた　パン販売開始

（北校舎１階通路）第７回卒業生３２０名
１９８９年（平成元年）第１０期入学４７２名　女子の開襟シャツ・黒ストキング許可　十周年記念ブロ

ンズ像「海へ」製作綿貫ひろ子（当時千葉県立匝瑳高等学校勤務）　第８回
卒業生３２５名

１９９０年（平成２年）第１１期生入学４５９名　１１月工芸窯場竣工　１１月１４日創立１０周年記念式典・祝
賀会　２月１４日～１７日スキー修学旅行（関西方面から変更）　第９回卒業生
４６３名

１９９１年（平成３年）第１２期生入学４５８名　第４代杉山進校長着任　３月２７日グランド全面工事完
成　第１０回卒業生４６２名

１９９２年（平成４年）第１３期生入学４５５名　学校５日制始まる　９月１日スクールバッグ指定解除
（自由となる）１２月２４日CAⅠ教室工事完成　第１１回卒業生４４９名

１９９３年（平成５年）第１４期生入学４３６名　第１２回卒業生４５３名
１９９４年（平成６年）第１５期生入学４２４名　第５代井上洋一校長着任　第１３回卒業生４４８名
１９９５年（平成７年）第１６期生入学４０４名　４月　国際理解教育推進委員会設立　６月１２日オース

トラリア・ワガワガ高校と姉妹交流発足　第１４回卒業生４３０名
１９９６年（平成８年）第１７期生入学４０４名　第６代花井保校長着任　７月２３日～８月１２日第１回海

外研修実施（１４名ワガワガ高校）１１月１６日～１２月４日ワガワガ高校から生徒
７名引率１名来校　第１５回卒業生４２０名

1983年
～1996年

スキー修学旅行開始　平成３年２月１４日～１７日
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１９９７年（平成９年）第１８期生入学４０３名　６月１２日ゴミ焼却炉使用停止　第１６回卒業生３９３名
１９９８年（平成１０年）第１９期生４０４名　第７代村田一男校長着任　９月１日インターネット接続　

１２月２日ドナルド・キーン氏講演　第１７回卒業生４００名　
１９９９年（平成１１年）第２０期生入学４０１名　第１８回卒業生３９１名
２０００年（平成１２年）第２１期生入学４０３名　第８代越川雄次郎校長着任　１１月２日創立２０周年記念

式典　１月１日CAⅠ教室の施設・設備更新　第１９回卒業生３９０名
２００１年（平成１３年）第２２期生入学３６４名　２２期生から新制服に移行　ワガワガ高校を表敬訪問（大

場正治前PTA会長・相川光規PTA会長・越川雄次郎校長・花香武男教諭）ア
メリカ同時多発テロ事件起こる　１０月３０日～１１月２日修学旅行（スキーから
変更）　県立高等学校通学区域に関する規則改定され、隣接区域から中学生
は受験可能となる　第２０回卒業生３９５名

２００２年（平成１４年）第２３期生入学３２４名　第９代校長大録郷吉着任　第２１回卒業生３９０名
２００３年（肺炎１５年）第２４期生入学３２７名　SARS（新型肺炎）騒ぎでワガワガ高校への交流出来ず。
　　　　　　　　　第２２回卒業生３５４名
２００４年（平成１６年）第２５期生入学３２５名　第２３回卒業生３１９名
２００５年（平成１７年）第２６期生入学３２６名　第１０代校長小松栄三郎着任　第２４回卒業生３２２名　　
２００６年（平成１８年）第２７期生入学３２７名　第２５回卒業生３１２名　　
２００７年（平成１９年）第２８期生入学３２７名　第１１代校長玉造功着任　教室に冷房が入る（PTAより）
　　　　　　　　　第２６回卒業生３１５名
２００８年（平成２０年）第２９期生入学３２９名　第２７回卒業生３１６名
２００９年（平成２１年）第３０期生入学３２３名　第１２代校長鈴木政男着任　新型インフルエンザが流行

しワガワガ高校との交流中止　　第２７回卒業生３２１名

1997年
～2009年

マラソン大会　平成１４年２月７日
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2010年
新任式、始業式、第３１期生入学式（３２６
名）、PTA入会式、新入生歓迎会、離退
任式、１年校外学習、球技大会

4

1

新体力テスト・身体計測、生徒総会、
中間考査、PTA総会5

保護者面談6

期末考査、終業式、オーストラリアワ
ガワガ高校研修生出発（７/２４）、後援
会総会、保護者面談、２年生インター
ンシップ
北総線「成田湯川駅開業」

7

学校説明会、オーストラリアワガワガ
高校研修生帰国（８/１０） 8

2

始業式、避難訓練・防災講話、黎明祭、
スポーツ大会9

生徒会役員選挙、中間考査、修学旅行10

学校説明会、２年進路別バス見学会
創立３０周年記念式典・祝賀会、11

期末考査、生徒会認証式、芸術鑑賞会、
終業式12

始業式、大学入試センター試験、３年
学年末考査1

3
前期選抜、マラソン大会、２年進路講
演会、2

後期選抜、第２９回卒業式（３１３名）、学
年末考査、人権教育、終業式、３．１１東
日本大震災発生

3

入学式　４月

春の風景　４月

球技大会　４月

（平成２２年）

オーストラリア海外研修旅行　８月授業風景（CAI教室にて）
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2011年
第１３代加瀬正彦校長着任
新任式、始業式、第３２期生入学式（２８６
名）、PTA入会式、新入生歓迎会、離退
任式、１年校外学習、球技大会

4

1
新体力テスト・身体計測、生徒総会、
中間考査、PTA本部役員会、

5

保護者面談6

期末考査、終業式、オーストラリアワ
ガワガ高校研修生出発（７/２４）、後援
会総会、保護者面談

7

学校説明会、オーストラリアワガワガ
高校研修生帰国（８/１０）

8

2

始業式、避難訓練・防災講話、黎明祭、
スポーツ大会

9

生徒会役員選挙、中間考査、修学旅行10

学校説明会、２年進路別バス見学、授
業公開（学年PTA）

11

期末考査、生徒会認証式、芸術鑑賞会、
終業式

12

始業式、大学入試センター試験、３年
学年末考査

1

3 前期選抜、マラソン大会2

後期選抜、第３０回卒業式（３１７名）、学
年末考査、人権教育、終業式

3

入学式　４月

（平成２３年）

登校風景　６月

球技大会　４月

オーストラリア研修旅行　８月

黎明祭　９月修学旅行（沖縄）１０月
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2012年
新任式、始業式、第３３期生入学式（３２２
名）、PTA入会式、新入生歓迎会、離退
任式、１年校外学習

4

1

新体力テスト、身体計測生徒総会、中
間考査、PTA本部役員会・後援会理事
会

5

保護者面談6

期末考査、終業式、オーストラリアワ
ガワガ高校研修生出発（７/２２）、保護
者面談、２年インターンシップ

7

学校説明会（８/２・３）、オーストラ
リアワガワガ高校研修生帰国（８/８） 

8

2

始業式、避難訓練・防災講話、黎明祭、
スポーツ大会

9

生徒会役員選挙、中間考査、修学旅行、
体育祭

10

学校説明会・公開授業、２年進路別バ
ス見学会、

11

期末考査、生徒会認証式、芸術鑑賞会、
終業式

12

始業式、大学入試センター試験、３年
学年末考査

1

3 前期選抜、マラソン大会2

後期選抜、第３１回卒業式（３１５名）、学
年末考査、人権教育、終業式

3

１年校外学習　４月

球技大会　５月

黎明祭　９月

黎明祭　９月

スポーツ大会　９月修学旅行（沖縄）１０月

（平成２４年）
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2013年
新任式、始業式、第３４期生入学式（３２０
名）、PTA入会式、新入生歓迎会、離退
任式、１年校外学習

4

1

新体力テスト、身体計測、生徒総会、
中間考査、球技大会

5

PTA・後援会総会、保護者面談、6

期末考査、成北未来講座（第１回目
PTA主催）、終業式、オーストラリア
ワガワガ高校研修生出発（７/２１）、２
年インターンシップ、

7

学校説明会（８/８・９）、オーストラ
リアワガワガ高校研修生帰国（８/７）、

8

2

始業式、黎明祭（９/１４．・１５）、スポー
ツ大会

9

生徒会役員選挙、中間考査、２学年修
学旅行

10

防災訓練、学校説明会・公開授業、２
年進路別バス見学会

11

期末考査、生徒会認証式、芸術鑑賞会、
終業式

12

始業式、大学入試センター試験、３年
学年末考査

1

3 前期選抜、マラソン大会、後期選抜2

第３２回卒業式（２８６名）、学年末考査、
人権教育、終業式

3

未来講座　７月

ワガワガ高校研修生歓迎会　９月

スポーツ大会　９月

救急救命講習　１０月

芸術鑑賞会　１２月マラソン大会　２月

（平成２５年）
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マラソン大会　出発　２月

黎明祭　体育の部　９月

修学旅行（体験学習）１０月

2014年
第１４代平賀洋一校長着任
新任式、始業式、第３５期生入学式（２８６
名）、PTA入会式、新入生歓迎会、離退
任式、１年校外学習

4

1
新体力テスト・身体計測、生徒総会、
中間考査、球技大会

5

PTA・後援会総会、保護者面談6

期末考査、成北未来講座（PTA主催）　、
終業式、ニュージーランド研修生出発
（７/２０NZの第１回目）、２年インター
ンシップ

7

PTA文部科学大臣表彰される
学校説明会（８/２１・２２）、ニュージー
ランド研修生帰国（８/３）、

8

2

始業式、黎明祭文化の部（９/１３・１４）、
黎明祭体育の部

9

生徒会役員選挙、中間考査、２年修学
旅行

10

２年進路別バス見学会、防災訓練、学
校説明会・公開授業、

11

期末考査、生徒会認証式、芸術鑑賞会、
終業式

12

始業式、大学入試センター試験、３年
学年末考査、

1

3 前期選抜、マラソン大会2

後期選抜、第３３回卒業式（３１６名）、学
年末考査、人権教育、終業式

3

入学式　４月

ニュージーランド研修旅行　８月

（平成２６年）

修学旅行（首里城にて）１０月
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2015年
新任式、始業式、第３６期生入学式（３２６
名）、PTA入会式、離退任式、１年校外
学習

4

1

体力テスト、身体計測、面談週間
生徒総会、中間考査、球技大会
PTA・後援会総会

5

保護者面談6

期末考査、成北未来講座（PTA主催）
終業式
ニュージーランド研修生出発（７/１８）

7

ニュージーランド研修生帰国（８/１）
学校説明会（８/６・７）

8

2

始業式、黎明祭文化の部（９/１８・１９）9

黎明祭体育の部、生徒会役員選挙
中間考査、２年修学旅行

10

学校説明会、防災訓練
２年進路バス見学会

11

期末考査、芸術鑑賞会、生徒会認証式
生徒指導講話、終業式

12

始業式、大学入試センター試験
３年学年末考査、

1

3 マラソン大会、前期選抜、後期選抜2

第３４回卒業式（３１５名）、学年末考査
人権教育、終業式

3

球技大会　５月

野球応援　７月

黎明祭　体育の部　１０月

マラソン大会（豚汁）２月

（平成２７年）

卒業証書授与式　３月

マラソン大会　２月
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2016年
第１５代土屋俊一校長着任
新任式、始業式、第３７期生入学式（２８４
名）、PTA入会式、新入生歓迎会、離退
任式、マレーシアのS・M・K・BUKIT 
JELUTONG高校来校、１年校外学習

4

1
体力テスト、身体計測、面談週間
生徒総会、中間考査、球技大会
PTA・後援会総会

5

保護者面談6
期末考査、成北未来講座（PTA主催）
終業式、２年インターンシップ
ニュージーランド研修生出発（７/２３）

7

学校説明会（８/４・５）
ニュージーランド研修生帰国（８/６）

8

2

始業式、防災訓練　黎明祭文化の部
（９/１６・１７）　黎明祭体育の部（９/３０）

9

生徒会役員選挙、中間考査
２年修学旅行、AED講習

10

学校説明会、２年進路バス見学会11
期末考査、芸術鑑賞会、生徒会認証式
終業式

12

始業式、大学入試センター試験
３年学年末考査

1

3 マラソン大会、前期選抜、後期選抜
インターンシップ

2

第３５回卒業式（２７７名）、学年末考査
人権教育、終業式

3

スポーツフェスタ　ＰＴＡ・職員参加　１０月

（平成２８年）

成北未来講座　７月

マレーシア高校来校　４月

１学年校外学習　４月

黎明祭　体育の部　９月

ニュージーランドプケコヘ高校からマッキナン校長来校　１１月
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2017年
新任式、始業式、第３８期生入学式（３２４
名）、PTA入会式、新入生歓迎会、離退
任式、１年校外学習

4

1

新体力テスト、身体計測、生徒総会
中間考査、PTA・後援会総会

5

球技大会、保護者面談6

期末考査、成北未来講座（PTA主催）
終業式、
ニュージーランド研修生出発（７/２２）
２年インターンシップ

7

学校説明会（８/３・４）
ニュージーランド研修生帰国（８/５）

8

2

始業式、防災訓練
黎明祭文化の部（９/１５・１６）

9

黎明祭体育の部（１０/６）、生徒会役員
選挙
中間考査、２年修学旅行
１年救助袋訓練

10

１年普通救命講習、学校説明会11

期末考査、芸術鑑賞会、人権教育
生徒会認証式、終業式

12

始業式、大学入試センター試験
３年学年末考査

1

3 マラソン大会、前期選抜
インターンシップ（神宮寺小）

2

後期選抜、第３６回卒業式（３１６名）、学
年末考査、終業式

3

（平成２９年）

黎明祭　文化の部　９月

野球応援　７月

マラソン大会　２月

修学旅行　１０月

救命講習　１０月

黎明祭　体育の部　１０月
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2018年
第１６代弘海政信校長着任
新任式、始業式、第３９期生入学式（２８４
名）、PTA入会式、新入生歓迎会、離退
任式、１年校外学習

4

1

身体計測、新体力テスト、生徒総会
中間考査、球技大会
PTA・後援会総会

5

保護者面談6
期末考査、成北未来講座（PTA主催）
体育館天井撤去着工
終業式
ニュージーランド研修生出発（７/２１）
２年インターンシップ

7

学校説明会（８/２・３）
ニュージーランド研修生帰国（８/２）

8

2

始業式、黎明祭文化の部（９/１４・１５）9
黎明祭体育の部（１０/４）、中間考査
２年修学旅行、１年救助袋訓練
生徒会役員選挙、普通救命講習

10

学校説明会11
期末考査、芸術鑑賞会、人権教育学習
生徒会役員認証式・終業式

12

始業式、大学入試センター試験
３年学年末考査、渡部陽一氏講演

1

3
マラソン大会、前期選抜
神宮寺小インターンシップ、後期選抜

2

第３７回卒業式（２７８名）、学年末考査
成田ニュータウン中央線開通（３/２）
終業式

3
黎明祭　文化の部　９月

修学旅行　１０月ニュータウン中央線開通式　３月

（平成３０年）

黎明祭　体育の部　９月

校外学習　４月

入学式　４月
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少林寺拳法部　６月

身体計測　６月

2019年
新任式、始業式、第４０期生入学式（２８１
名）、PTA入会式、新入生歓迎会、離退
任式、１年校外学習

4

1

生徒総会、中間考査、球技大会
PTA・後援会総会

5

身体計測・身体力テスト、中学校訪問6

期末考査、終業式　
PTA広報誌「なりきた」１００号発行
ニュージーランド研修生出発（７/２３）
２年インターンシップ

7

学校説明会（８/５・６）
ニュージーランド研修生帰国（８/６）

8

2

始業式、黎明祭文化の部（９/１３・１４）9

黎明祭体育の部（１０/３）、生徒会役員
選挙
中間考査、２年修学旅行
１年救助袋訓練、普通救命講習

10

学校説明会11

期末考査、芸術鑑賞会、人権教育学習
生徒会役員認証式・終業式

12

始業式、大学入試センター試験
３年学年末考査

1

3 マラソン大会、前期選抜
神宮寺小インターンシップ

2

後期選抜、第３８回卒業式（３１６名）、学
年末考査、終業式

3

（令和元年）

始業式（校歌斉唱）４月

離退任式　４月

芸術鑑賞会　１２月マラソン大会（豚汁）２月
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　野球部は現在、甲子園出場に向けて毎日練
習を積み重ねています。部員に恵まれ練習の
質や実際の結果が伴って来ています。また、
後援会、保護者会など多くの人に支えられて
活動ができています。
　野球の技術だけではなく、「人間としての
成長」も目的として、礼儀や挨拶、地域活動
に力を入れて多くの人に関わる機会をつくる
ことでコミュニケーション能力や豊かな表現
力を育てています。朝の地域清掃活動では毎
日続けることで感謝され、生徒のやる気につ
ながり、小学校のボランティアでは年代を超
えた交流をすることでリーダーシップを育て
ることができます。小さなことを積み重ねる
ことで卒業後も様々な進路選択の幅が広がり、
多くの分野で活躍を収めています。
　現在、練習は毎日行っており、平日は基礎
練習や連携の練習を中心に個人や組織の技術
向上とウエイトトレーニングや可動域を意識
した柔軟トレーニングなどを含んだ体力の向
上に力を注いでいます。休日は試合を中心に、
練習した成果を発揮できるかを試しながら目
的を持って取り組んでいます。試合の勝ち負
けにこだわらず、個々の成長やチームの成長
を第一に考えることで生徒にフィードバック
できる環境も整えています。その反省を元に
生徒が考えて個々に必要な練習を自ら取り組
む時間や環境が少しずつ整ってきています。
勝つことにこだわりを見せる場面が見えて、
今後の成長がとても楽しみです。 

　学校創立時から野球部はあり、今年で創部
４０周年になります。過去に様々な諸先輩方が
築き上げてきた環境や結果などの歴史を大切
にしていきながら、今後の野球部の発展に尽
力していきます。また、どの年代の卒業生で
も戻ってこられる野球部になり、多くの人で
部活動を支えていける環境を作っていきます。
このような伝統や風土を守りながら未来の成
田北校生につないでいくことで更に長い歴史
の成田北野球部にしていきます。
　野球部の保護者会、後援会はじめ、携わる
人々に感謝、御礼を申し上げます。

【近年の主な活動実績】
２０２０夏季千葉県高等学校野球大会　
　　　　　３回戦進出
１０１回全国高等学校野球選手権千葉大会
　　　　　１回戦敗退
１００回全国高等学校野球選手権記念大会
　　　　　東千葉　１回戦敗退　
９９回全国高等学校野球選手権千葉大会
　　　　　１回戦敗退
９８回全国高等学校野球選手権千葉大会
　　　　　３回戦進出
９７回全国高等学校野球選手権千葉大会
　　　　　３回戦進出

野 球野　球　部部 顧問顧問 髙橋 良平　髙橋　良平　
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応援委員応援委員会会 顧問顧問 越川 隼人　越川　隼人　

　応援委員会は、夏の高校野球大会の応援を
目的とした委員会で、他の委員会とは性格を
異にしている。各クラス何名という割り当て
があるわけでもなく、三年生を中心とした有
志の期間限定委員会ということで、委員会と
いう名称も適当なものとはいえないかもしれ
ない。
　いわゆる「お祭り好き」の生徒たちが集まっ
て、六月下旬から七月上旬くらいに練習が始
まる。本格的な応援の経験があるわけでもな
く、顧問も毎年変わるような状態で、初めの
うちは要領を得ないが、そこは吸収力抜群の

生徒たちのこと、試合日程が近づいてくる危
機感に追われつつ練習を重ねるにつれ、形に
なってくるものである。やがて、直前になっ
て、揃いのＴシャツを着て、吹奏楽の演奏と
合わせてみると、結構サマになっているもの
だ。試合が終了し、応援を終えた生徒たちの
顔は、ある種の達成感に満ちている。
　しかしながら、令和２年度はコロナウイル
スの流行により、野球の大会は開催されるも
応援は禁止となり、活動の機会がないという
年になった。
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陸上競技陸上競技部部 顧問顧問 堀口 光　堀口　　光　

《過去の戦績》
２０１３ 女子走高跳　インターハイ　１０位
 （木村 彩美　予１m６７　決NM）
 男子走高跳　関東新人　出場
 （高山 涼平　NM）
２０１４ 女子やり投　関東選手権　出場
 （武田 郁美　３６m０１）
２０１５ 男子走高跳　関東大会　出場
 （高山 涼平　１m９５）
２０１６ 女子七種競技　関東大会　出場
 （北﨑 芽依　３６３９点）
２０１７ 女子やり投　インターハイ　出場
 （鈴木さくら　４２m３１）
２０１８ 女子４００mH　関東大会　出場
 （堀越 凜　１:０３.２１）
２０１９ 女子４００mH　関東大会　出場
 （堀越 凜　１:０５.６０）
２０２０ 高校総体中止
※NM：記録なし

《２０２０年度　部員数》
　１年生　男子４名　女子４名　計８名
　２年生　男子４名　女子６名　計１０名
　３年生　男子３名　女子３名　計６名
　合計２４名
◆種目ごとの内訳
　・短　 距　 離　　男子７名 女子５名
　・跳　　　　躍　　男子２名 女子０名
　・投　　　　擲　　男子０名 女子３名
　・中 長 距 離　　男子２名 女子２名
　・マネージャー　　男子０名 女子３名
 

《活動時間》
◆平常時
　月～金曜日　　放課後３時間程度
　土曜日　　　　午前中
　日曜日　　　　活動なし
◆長期休業日
　月～土曜日　　午前中３時間程度
　日曜日　　　　活動なし
◆合宿
　夏季　　夏季休業中に２泊３日
　春季　　春季休業中に２泊３日

《２０１９年度　１年間の活動内容》
◆４月
　新入生歓迎会（学校行事）
　千葉県記録会（天台）
　千葉県高校総体第２支部予選大会（中台）
◆５月
　千葉県高校総体（天台）
◆６月
　千葉県高校記録会（天台）
　関東高校総体（茨城県）
　千葉県選手権（天台）
◆８月
　夏季合宿（場所：県立成東高校）
　国体最終予選（天台）
◆９月
　千葉県新人第２支部予選大会（中台）
　千葉県新人大会（天台）
◆１０月
　順大記録会（順天堂大学）
◆１１月
　成田POPラン大会（中台）
　スポーツ祭典（青葉の森）
　スポレク玉造（玉造地域との交流）
　佐倉市選手権（岩名）
◆１月
　八街ピーナツ駅伝
◆２月
　利根町駅伝
◆３月
　順大記録会（順天堂大学）･･･中止
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バドミントンバドミントン部部 顧問顧問 板倉 恵一　板倉　恵一　

　１９８６年（昭和６１年）に創部されたバドミン
トン部は１９８７年（昭和６２年）に女子だけにな
り、１９９２年（平成４年）に男子が復活し、活
躍するが、その後低迷し、２００９年（平成２１年）
４月から再び男子部員が入り、その後バドミ
ントン部は男女の両方が活動している。

　以下県大会に出場した記録のみ記入する。
２０１０年（平成２２年）　森田早也香・荒尾遼部長
・関東地区予選女子４位
・新人地区予選男子４位、女子２位　複式男
子荒尾・清宮組

２０１１年（平成２３年）田中大樹・清宮ゆう子部長
・関東地区予選男子４位　女子４位
・総体地区予選複式男子荒尾・清宮組　女子
清宮・羽賀組
・新人地区予選　女子２位複式男子田中・石
山組４位　女子清宮・羽賀組５位　単式男
子田中大樹５位　女子清宮ゆう子５位

２０１２年（平成２４年）　新井晴貴・加藤未久部長
・関東地区予選男子４位　女子３位
・総体地区予選単式女子清宮ゆう子３位
・新人地区予選女子４位　複式男子新井・大
島組

２０１３年（平成２５年）　森田真衣部長
・関東地区予選男子３位　女子４位
・総体地区予選男子単式新井晴貴２位
・新人地区予選女子２位　複式女子中村・森
田組３位、星・甲田組４位

２０１４年（平成２６年）　黒川佑悟・甲田千尋部長
・関東地区予選女子３位
・総体地区予選複式女子中村・森田組４位　
単式女子中村紗耶樺５位
・新人地区予選男子４位、女子３位　単式女
子甲田千尋４位

２０１５年（平成２７年）高橋侑也・本間美紗樹部長
・関東地区予選男子４位　女子４位 

・新人地区予選団体男子４位　複式男子髙
橋・村上組３位　単式男子高橋侑也

２０１６年（平成２８年）　川口健太・和田優香部長
・関東地区予選男子３位
・総体地区予選複式男子村上・高橋組３位
・新人地区予選団体男子２位　複式村上・伊
藤組４位内海・大蒲組４位　単式男子３位
伊藤大悟、５位堀越翔

２０１７年（平成２９年）　上田遼・酒井雪乃部長
・関東地区予選男子１位、女子２位
・総体地区予選複式男子伊藤・川口組２位、
稲田・村上組３位、小山・堀越組５位　単
式堀越翔１位、伊藤大悟２位、村上匠真３
位
・新人地区予選団体男子３位、女子１位　複
式男子稲田・菅澤組１位、女子酒井・細渕
２位、岡・川名部３位　単式男子稲田遼５
位、岡実咲希５位

２０１８年（平成３０年）　菅澤健太・岡実咲希部長
・関東地区予選男子２位、女子１位
・総体地区予選複式男子稲田・菅澤組２位女
子岡・川名部組１位単式男子稲田凌１位岡
実咲希３位酒井雪乃４位木下奈津美５位
・新人地区予選男子１位、女子１位　複式男
子稲田・菅澤組１位、女子岡・川名部組１
位、木下・森澄組５位　単式稲田凌１位、
菅澤健太４位、女子岡実咲希３位、木下奈
津美４位

２０１９年（令和元年）照喜名朝人、湯浅光奈部長
・関東地区予選男子１位、女子２位
・総体地区予選複式男子稲田・菅澤組１位、
大平、神﨑組３位　女子岡・川名部１位木
下・森澄組４位　単式稲田凌１位、女子岡
実咲希３位
・新人地区予選　男子２位　女子２位、複式
男子照喜名・大平組４位、木下・森澄組２
位、奥田・佐々木組６位　単式大平儒聖２
位、清宮翔吾４位
　木下奈津美１位
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テテ ニ スニ ス 部部 前顧前顧問問 莇 哲　莇　　　哲　

　平成２３年度に着任し令和元年度までの９年
間、テニス部の顧問として指導し、この間の
部員たちの活躍（県大会）を記載する。

平成２３年度
県総体　団体戦１回戦１－２（対市立千葉）
県新人　団体戦１回戦２－１（対千葉南）
　　　　　　　２回戦０－２（対市立千葉）
平成２４年度
関東県　団体戦１回戦２－１（対安房）
　　　　　　　２回戦０－２（対船橋啓明）

ベスト１６
県総体　団体戦２回戦２－１（対茂原樟陽）
　　　　　　　３回戦２－０（対野田中央）
　　　　　　　４回戦０－２（対東邦大東邦）

ベスト１６
個人戦シングルス１回戦
田苗伸敬４－６（対暁星国際 村松）
個人戦ダブルス１回戦 
田苗・岩本０－６

（対八千代松陰 下村・本郷）
平成２５年度
県総体　団体戦１回戦２－１（対長生）
　　　　　　　２回戦０－２（対幕張総合）
県新人　団体戦２回戦０－３（対薬園台）
平成２６年度
県総体　団体戦１回戦２－１（対君津青葉）
　　　　　　　２回戦０－３（対市立稲毛）
県新人　団体戦１回戦２－１（対千葉南）
　　　　　　　２回戦０－２（対市立千葉）
平成２７年度
県総体　団体戦１回戦２－１（対市立松戸）
　　　　　　　２回戦０－３（対麗澤）
県新人　団体戦１回戦０－５（対麗澤）
平成２８年度
県新人　団体戦１回戦０－３（対千葉英和）
平成２９年度
県総体　団体戦２回戦１－２（対野田中央） 

個人戦シングルス
１回戦 海老原 隆晴６－０

（対安房拓心 桑原）
２回戦 海老原 隆晴３－６

（対学館浦安 吉田）
個人戦ダブルス　
１回戦 深澤・海老原 ３－６

（対拓大紅陵 坂上・河野）
１回戦 千葉・廣田 ３－６

（対学館浦安 松尾・高崎）
県新人　団体戦１回戦０－５（対東邦大東邦）
個人戦シングルス
２回戦 海老原 隆晴１－６

（対秀明八千代 大橋）
個人戦ダブルス　
１回戦 海老原・川瀬 ３－６

（対秀明八千代 加藤・三角）
平成３０年度
県総体　団体戦１回戦０－３

（対東海大市原望洋）
個人戦シングルス
１回戦 海老原 隆晴３－６

（対秀明八千代 大川）
県新人　団体戦１回戦１－４（対東邦大東邦）
令和元年度
県総体　団体戦２回戦１－２（対千葉日大一）
県新人　団体戦２回戦３－２（対市立銚子）
　　　　　　　３回戦０－３（対船橋芝山）
個人戦ダブルス　
１回戦 秋山・窺 ３－６

（対渋谷幕張 廣瀬・藤本）
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サッカーサッカー部部 顧問顧問 村田 馨　村田　　馨　

チーム方針
①チームに関わる全員が成長する
②応援されるチームになる
③Familyになる

上記の方針のもと活動をしています。
　見る人を感動させられるようなサッカーが
できるよう日常での活動を大切にしながら練
習に励んでいます。
　保護者会、OB会を立ち上げ、世代を超えた
関わりを広げ、成田北高校サッカー部の卒業
生が誇れる故郷と思える環境を作っていきた
いと考えています。

　現在に至るまでに多くの指導者、卒業生、
保護者の皆様がサッカー部の活動に御尽力、
御協力いただいたことと思います。
　素晴らしいチームを引き継がせてもらった
ことに感謝し、また次の世代へと繋いでいき
たいと思います。 

【近年の活動実績】
平成２８年度
　総合体育大会県大会出場
　新人戦県大会出場
　県４部リーグ（９／１４位）
平成２９年度
　総合体育大会県大会２回戦進出
　新人戦県大会２回戦進出
　県４部リーグ（４／１２位）
平成３０年度
　総合体育大会県大会出場
　新人戦県大会出場
　県４部リーグ（２／７位）
令和元年度
　新人戦県大会出場
　県４部リーグ（５／１２位）
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バスケットボールバスケットボール部部 顧問顧問 白水 洋平　白水　洋平　

　現在バスケットボール部は指導者や部員が
充実し、恵まれた環境で活動を行っている。
ここまでバスケットボール部の環境作りをさ
れた歴代の顧問の先生方には頭が下がる思い
である。
　毎年男子部員は１０人、女子部員は５人程度
入部し、約３０人程度で活動し、各歴代のチー
ムが立てた目標にそれぞれ向かい、努力して
いる。主体的に行動し、仲間を思いやるを
モットーに日々の練習に全力で取り組んでい
る。
　私が赴任してからここ４年間で男子バス
ケットボール部は県大会ベスト３２を４度、女
子バスケットボール部は県大会出場を１度果
たした。しかしながら彼らが立てた目標に毎
年、一歩届かずにいる。
　日々の活動内容は最近、毎年のようにルー
ルが変化するため新しいルールに順応しなが
ら技術指導・戦術・体の使い方などを細かく
指導している。平日は４日間活動し、体力作
り、筋力トレーニング、個人の技術向上を主
に行っている。休日は練習試合を頻繁に行い、
戦術を磨いている。部員は学んだことを遅く
まで体育館に残り、自主練習に励んでいる。
またスマートフォンを活用し、練習や試合の
ビデオを撮影し、自分の改善点を探るなど向
上心に溢れている。今後の成果に期待したい。 

　バスケットボールは関東予選・県総体・新
人大会・ウィンターカップと多く大会があり、
これらの大会の間にも地方大会が多々千葉県
では行われている。その中で戦っていくには、
より豊富は経験が必要である。長期休業中は
積極的に練習試合合宿を行い、どんなコン
ディションでも対応でき、よいパフォーマン
スが発揮できるように取り組んでいる。
　地域にも恵まれ、印旛郡市の多くの中学校
と合同練習や練習試合を行い、連携を図って
いる。また保護者の方々には様々な面でご支
援とご協力をいただいており、感謝の気持ち
に堪えません。今後ともよろしくお願いしま
す。

＜近年の主な活動実績＞
・男子バスケットボール部
平成３１年度 総合体育大会 県ベスト３２
平成３１年度 関東高校バスケットボール選
手権大会 県ベスト３２
平成３０年度 総合体育大会 県ベスト３２
平成３０年度 関東高校バスケットボール選
手権大会 県ベスト３２
平成２９年度 総合体育大会 県大会出場
・女子バスケットボール部
　平成３０年度 総合体育大会 県大会出場
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　令和２年８月現在、男子９名女子２名で活
動しています。私は令和元年度より剣道部の
顧問になりました。競技経験や専門的知識の
ない私が顧問になったのは、前任者の床枝あ
かね先生（現四街道北高校）とのご縁による
ものです。床枝あかね先生をはじめ、歴代の
顧問の先生方が生徒だけでなく私のことも気
にかけてくださり、日々学ばせていただいて
います。今年度からは、古出風美香先生と髙
橋薫先生が顧問に加わりました。より良い環
境で活動ができているように感じます。また、
保護者の方々には日頃から様々な面でご支援
とご協力をいただいています。心から感謝い
たします。
　剣道部の日々の練習は、基本的には生徒達
が話し合ってメニューを決めるようにしてい
ます。練習時間は平日が最大２時間、週末は
土曜日に３時間です。平日、７限のある日は
体幹トレーニングを行います。最近は、プロ
ジェクターとスクリーンを借りて、トレーニ
ング動画をみながら行うことが多いです。新
型コロナウイルスの影響で行った約３ヶ月間
の休校が明けたときには、生徒達の筋力不足
や身体の硬さが深刻でした。各自素振りをす
るなどしていたようですが、これだけ長い期
間剣道をできなかったことが無いので、戸
惑っただろうと思います。今は少しでも早く
平穏な日々が戻ることを願って、また秋には
新人戦が開催されることを信じて、練習に励
みます。 

　現在剣道部の目標は、男子が県ベスト１６、
女子が県ベスト８に入ることです。令和元年
度の千葉県総体では県大会出場という目標を
達成したので、当時の記録を超えられるよう
に頑張ります。ただ女子に関しては、団体戦
のために５人揃うことが目下の目標となって
います。
　今年度の３年生は千葉県総体が中止になり、
そのまま試合をせずに引退しました。１、２
年生にはどうか、精一杯最後まで思い切り剣
道をやりきってもらいたいです。そして卒業
生が誇りに思えるような成田北高校剣道部で
あり続けたいと思っています。ご支援をよろ
しくお願いします。

剣 道剣　道　部部 顧問顧問 八木 愛梨　八木　愛梨　
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少林寺拳法少林寺拳法部部 千葉商業高千葉商業高校校 佐藤 敏之 ／　佐藤　敏之 ／ 佐原高校佐原高校 鬼澤 昌宏　鬼澤　昌宏　

少林寺拳法部の歩み
　平成二年四月に佐倉南高校少林寺拳法部監
督の大木卓教諭が成田北高校に転勤して、生
徒たちに声をかけ１、２年生８名で少林寺拳
法同好会を設立した。当時は練習場所も無く、
体育館のステージ上で、ジャージ姿の見習い
拳士たちが、まるで、よちよち歩きの赤子の
ような動きで練習をしていた。他の生徒から
は、何部？何やってるの？という声をよく聞
いた。手本となるのは監督のみで、自分の動
きや、この先どのように変わっていくか、目
標となる先輩もいなかったし、武道の本質す
らもよくわかっていなかった。そのような中、
皆で切磋琢磨し、創部二年目の千葉県大会で
最優秀、平成八年、関東大会で最優秀を頂い
た選手もいた。その同好会の第一期生が、現
在部のコーチをしている松﨑秀規コーチであ
る。平成十年大木監督の転勤により、部員が
ゼロとなり、しばらく休眠状態が続いた。
　平成十一年、佐藤敏之教諭が着任し、自身
が１年前から少林寺拳法を始めていたことも
あり、転勤２年目の平成十二年、同好会を復
活させる形で再始動となった。このとき、指
導者の佐藤教諭は初段であり、その当時所属
していた千葉山王道院の箕輪道院長に監督を
引き受けていただいた。再始動当初の部員は
実質四名であったし、佐藤教諭も大会中心の
部活動での少林寺拳法のあり方がわからず、
大会に出場しても毎回最下位の状態であった
が、徐々に生徒も大会での入賞を目指すよう
になったため、年々成績も上昇し、平成十七
年には、規定組演武で津田・渡邊組が全国大
会に出場し、６位入賞を果たすことができた。
また、その翌年には女子団体演武での全国大
会出場も果たすことができ、決勝に進出する
まで成長した。その後は、毎年、全国大会に
出場することができた。佐藤教諭は、平成二
十一年千葉商業高校へ転勤し、鎌田教諭が顧
問を引き継いだ。佐藤教諭はその後２年間に
わたり、休日の練習を指導していた。そして、
平成二十一年、関東選抜大会男子単独演武で
３位に入賞した工藤篤が第１３回全国選抜大会
に出場した。

　平成二十二年に鬼澤昌宏教諭が転勤してき
た。その年の県総体で川口真奈美主将の率い
る女子団体演武が関東大会１４連覇中の成田国
際高校を破って初優勝した。そして第４１回関
東大会で６位、第３７回全国大会（深谷ビッグ
タートル）で１４位になった。平成二十三年、
秋山沙月主将の率いる女子団体演武も関東大
会で６位、秋山自身も女子単独演武で第４２回
関東大会２位、第３８回全国大会（少林寺拳法
本部）で１２位になった。平成二十五年、第４４
回関東大会で石川未歩率いる女子団体演武で
北高最高の５位に入賞した。平成二十六年、
第４５回関東大会で戸村菜々帆率いる女子団体
演武６位、塚本翔太率いる男子団体演武で７
位になった。また、この年インターハイ種目
となって初めての大会が、地元の成田市中台
体育館で行われた。女子組演武で戸村菜々
帆・池上茉奈美組が３位、男子単独演武で大
場太貴が７位、石川恭輔が１１位になった。第
１７回関東選抜大会男子単独演武で３位に入賞
した齋藤友貴が第１８回全国選抜大会に出場し
た。平成２６年度末異動で鬼澤教諭が佐原高校
に転勤し、後任の顧問は、林綾音教諭になっ
た。平成二十九年、第２０回関東選抜大会男子
単独演武で３位に入賞した石田啓介が第２１回
全国選抜大会に出場した。令和元年、第５０回
関東大会女子単独演武で岩城ゆいが２位に
なった。以上のように少林寺拳法部は、三十
一年間でここまで成長することができた。今
後も発展させていきたい。

インターハイ組演武３位の
池上茉奈美・戸村菜々帆組
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バレーボールバレーボール部部 顧問顧問 三上 茂、佐々木香織　三上　茂、佐々木香織　

【　男子　】
　男子バレーボール部は、平成二十二年度か
ら三十一年度まで、 入部者が少なく、チーム
を組めない時期が多々ありました。生徒自身
が練習メニューを決め、活動していくには限
界があり、中々結果がでない状況が続きまし
たが、以前本校でバレー指導をされていた向
先生が顧問となり、バレーボールの基礎を熱
心に指導してきました。その努力が実を結び、
三十一年度の県大会に出場することができ、
生徒にとっても貴重な経験となりました。現
在は部員がおらず活動はしていませんが、志
が高く、バレーが好きな生徒が多数集まるこ
とができれば、さらに良いチームができると
感じています。

≪近年の活動実績≫ 

【　女子　】
　女子バレーボール部は、この十年間三上茂
先生が監督です。体力・技術の向上だけでな
く、バレーボールをとおして、礼儀作法や自
分に打ち勝つ強い精神力、また相手を思いや
る心、そして仲間と協力することの大切さを
教えてきました。その努力が実を結び、地区
大会では常に上位争いをして県大会出場常連
校となっています。
　平成二十九年度は、入部者０人となり、女
子バレー部存続の危機に陥りそうになりまし
たが、少ない人数の中、他校と合同チームを
組み、県大会出場を確保してきました。現在
は部員も十名を超え、顧問と生徒一丸となっ
て日々練習に取り組んでいます。

≪近年の活動実績≫
総体県大会出場
新人戦県大会出場（成田国際との合同チーム）平成２４年度

総体県大会出場
新人戦県大会出場（成田国際との合同チーム）平成２５年度

総体県大会出場
新人戦県大会出場（成田国際との合同チーム）平成２６年度

関東大会県予選地区大会出場
総体地区予選出場
成田市近隣高校バレーボール大会出場
新人戦地区大会出場

平成２７年度

関東大会県予選地区大会出場
総体地区予選出場
成田市近隣高校バレーボール大会出場
新人戦地区大会出場

平成２８年度

関東大会地区予選出場
総体地県大会出場（２回戦）
新人戦地区予選出場

平成２９年度

総体県大会出場
新人戦地区予選出場
成田チャンプ（９）

平成３０年度

関東大会県予選出場
総体県予選出場
新人戦県予選出場
成田チャンプ

令和元年度

関東大会県予選（ベスト３２位）
総体県予選（ベスト３２位）
新人戦県予選

平成２４年度

総体県大会出場
新人戦県大会出場
岩村杯ベスト８位

平成２５年度

総体県大会出場
新人戦地区大会優勝・県大会出場
岩村杯第３位

平成２６年度

関東大会千葉県予選会出場
総体県大会推薦出場
新人戦地区大会優勝・県大会出場

平成２７年度

関東大会千葉県予選・県大会ベスト３２位
総体県大会推薦出場・ベスト３２位
新人戦地区大会優勝・県大会ベスト３２位
成田市民大会優勝
伊勢田カップ第３位
茂原カップ第３位

平成２８年度

関東大会千葉県予選・県大会ベスト３２位
総体県大会推薦出場・ベスト３２位
新人戦地区大会優勝・県大会ベスト３２位

平成２９年度

関東大会千葉県予選・県大会ベスト３２位
総体県大会推薦出場・ベスト３２位
新人戦地区予選出場

平成３０年度

関東大会県予選出場
総体県大会予選出場（合同チームにて）
新人戦県大会出場（合同チームにて）

令和元年度
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ハンドボールハンドボール部部 顧問顧問 越川 隼人　越川　隼人　

　１９９９年にハンドボール愛好会として活動を
開始し、２００１年部活動へと変わりました。
　現在、ハンドボール部は男子部員１８名、女
子部員１名の計１９名で活動しています。毎年
未経験の顧問が就くことが多く、生徒との関
係を１から築き、生活態度や部活動の一員と
しての自覚が芽生えるよう指導しています。
　日々の活動内容は、身体の使い方やステッ
プの踏み方、ポジションの取り方を意識し練
習をしており、週に６日活動しています。専
門的な指導をできないため、生徒が主体的と
なり練習に取り組んでいる。今年は、「県大
会に出場する」という目標を持ち、日々の練
習に励んでいます。
　保護者の方々には、様々な面でサポートし
ていただき、感謝の気持ちに堪えません。今
後ともよろしくお願いいたします。

【近年の主な活動実績】
・男子ハンドボール部
平成２４年度
総合体育大会県大会ベスト１６
県ジュニア大会ベスト１６
平成２５年度
総合体育大会県大会出場
平成２６年度
総合体育大会県大会出場
平成２７年度
総合体育大会地区予選出場
平成２８年度
総合体育大会県大会出場
ジュニア大会決勝トーナメント進出
平成２９年度
総合体育大会県大会出場
ジュニア大会決勝トーナメント進出
平成３０年度
総合体育大会県大会出場
平成３１年度
総合体育大会県大会出場 

・女子ハンドボール部
平成２４年度
関東県大会ベスト１６
新人県大会ベスト８
県ジュニア大会ベスト１６
平成２５年度
総合体育大会県大会出場
県ジュニア大会ベスト８
平成２６年度
総合体育大会県大会出場
１年生大会ベスト８
新人戦県大会出場
平成２７年度
総合体育大会県大会出場
１年生大会ベスト８
ジュニア大会決勝トーナメント進出
平成２８年度
総合体育大会地区予選出場
平成２９年度
総合体育大会地区予選出場
平成３０年度
新人戦県大会出場
平成３１年度
新人戦県大会出場
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女子サッカー女子サッカー部部 顧問顧問 加藤 美優　加藤　美優　

　１９９２年より発足し、今年で１９年目を迎えま
す。平成２２年度には、千葉県高等学校総合体
育大会サッカー女子の部・千葉県高等学校女
子サッカー選手権大会で３位入賞、平成２３年
度には、千葉県高等学校新人大会サッカー女
子の部で準優勝、平成２８年度には、千葉県高
等学校新人大会ベスト８などの好成績を収め
てきました。
　今日、なでしこジャパンの活躍もあり、女
子サッカー界を取り巻く環境が変化し、変革
の時期を迎えています。千葉県内の女子サッ
カー部として、歴史の古い成田北高校の女子
サッカー部は、女子サッカーの普及を担う一
端として、成田市主催の女子サッカー大会に
参加するなど、地域とのつながりも深めてい
ます。
　高校に入学後、初めてボールを蹴るところ
からスタートし、サッカーという競技を通し
て、チームスポーツの楽しさや、難しさを学
んでいます。父母会から寄贈して頂いた横断
幕に書かれている「美しく勝利せよ！！」の
下、全員が日々、向上心を持って切磋琢磨し
ながら練習に励んでいます。歴代の顧問の先
生方、父母会を始めとする保護者の方々や地
域サポーターの方々に感謝しながら、今後も
飛躍できるよう、活動していきたいと思いま
す。
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ゴゴ ル フル フ 部部 顧問顧問 車 芳郎　車　　芳郎　

　現在は３年生２名、２年生７名、１年生９
名の女子部員だけの部活になってしまってい
る。かつては男子部員がインターハイに出場
するほど熱心に活動していたが時代の流れの
中で男女とも消滅してしまった。しかし、１０
年ほど前に数名の女子がソフトテニスをした
いと言い、当時の顧問を説得して再開したと
聞く。再開当時は４人で始まり、ほのぼのと
した雰囲気の中で活動していた。その後地区
大会にも出場するようになり、徐々に部員も
増え、県大会にも連続出場できるチームへと
育っていった。
　練習環境にも恵まれ砂入り人工芝コート１
面とクレーコート２面を有す。熱心に活動す
る部員たちがトレーニングを兼ねたローラー
引きでクレーコートも比較的良好な状態を保
つことができている。だが、そのように丁寧
なコート整備をしていても時の経過とともに

ラインが剥がれ、水はけが悪くなり、公式戦
で使いたいという申し出も断らなければなら
ない状況になってしまったことが残念である。
４０周年を機にコート改修を願う。
　平成２９年度の地区新人大会では１位で県大
会出場を決めた。平成３０年度県総体団体戦で
は３回戦、令和元年度県総体団体戦でも日頃
の練習の成果を発揮した。今まで応援して下
さった全ての方々に感謝し、今後もソフトテ
ニス部部員一同努力を続けて参ります。

　本校ゴルフ部は、関東高等学校中学校ゴル
フ連盟の東関東地区に所属する。東関東地区
高ゴ連は、千葉県が公立４校・私立９校、茨
城県が公立１校・私立８校の計２２校で構成さ
れる。本県では、現在活動中の印旛明誠高校、
多古高校、そして成田北高校の公立勢に加え、
全国大会常連校として東関東地区をリードす
る西武台千葉高校、拓殖大紅陵高校をはじめ、
プロゴルファー池田勇太を輩出した千葉学芸
高校などの私立校が名を連ねる。
　本校もかつては、全国および関東大会に毎
年のように駒を進める公立の強豪校であった
が、平成１８年を最後に出場が途絶えている。
その後は、常時１０人近くいた部員も年々その
数を減らし、ここ数年は毎年２・３人で何と
か部を維持しているという状況である。部活
動そのものの加入率が下がっていることも理
由の１つと考えられるが、競技の特殊性もあ

ろうかと思う。
　しかしながら、創部当初から引き続き練習
の場を提供してくださる「ベストゴルフ」の
恩に報いるべく、４０年の歴史を持つゴルフ部
の灯を絶やすことのないよう、今後も活動を
続けていく所存である。
　そして願わくは、今一度かつてのように全
国大会に出場する選手を輩出したい。

ソフトテニスソフトテニス部部 顧問顧問 椎名 良恵　椎名　良恵　
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　現在卓球部は男子９名女子８名で活動して
いる。本年度は新型コロナウィルス感染症の
ため３年生最後の公式試合である総体と関東
大会の中止が決定し、３年生にはつらい１年
となった。昨年度は女子が新人戦で団体戦ベ
スト１６になるなど男女ともに活発に活動して
おり、さらなる活動が見込まれていただけに、
実に残念である。しかし新人戦の地区予選は
開催予定であり、１年生と２年生が活躍し、
昨年度以上の成績を残せるよう頑張ってもら
いたい。

卓球卓球部部 顧問顧問 澤井 博　澤井　博司司

　空手道部は、昭和６３年に「空手道愛好会」
として発足した。成田北高校２１年目の平成１１
年から、その当時の顧問の所属する流派が
「賢友流」だったため、「賢友流」に従った練
習が行われていた。平成１９年からは空手の専
門的な指導者が不在となったため、廃部を検
討したが、部員の強い希望で存続することに
なった。ただし、地域の「道場」に通うこと
を条件とした。
　慢性的な部員不足に加え、専門的な指導者
がいない、複数の道場出身者が混在する等、
いろいろと
大変なこと
があり、毎
年廃部の危
機に瀕して
いる。

空手道空手道部部 顧問顧問 藤田 文　藤田　文行行

弓道弓道部部 顧問顧問 青木 治　青木　治毅毅

　私が赴任してから弓道部は、中台運動公園
の体育館にある弓道場で活動をしている。本
校には弓道場が無く、中台の弓道場を利用する
他団体との兼ね合いで、平日は月・水・金のみ
的に向かって弓を引くことが出来る。限られ
た練習時間で如何に、技能を向上させることが
出来るか常に模索しながら取り組んでいる。
　「出来ることを全力で｣をモットーに部員、
顧問一丸となって取り組んでおり、各種地区
大会を抜け、県大会への出場も果たしている。

　平成１５年度顧問を務めた小嶋昇先生の時盛
んであった柔道部は部員数に悩まされ、平成
２２年柔道部顧問の半田勉先生と石倉裕之先生
が頑張って存続させていた。どの年の柔道部
員も熱心でコツコツと練習し、強豪校にも引
けをとらなかった。
平成２５年
新人戦女子４８キロ
ベスト８
平成２６年
総体地区男子８６キロ
ベスト４
平成２７年
総体地区男子１００キロ
参加
平成２８年以降
公式戦に参加せず。

柔道柔道部部 
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書 道書　道　部部 顧問顧問 中䑓 真弓　中䑓　真弓　

　平成２７年度までは松永博一先生が顧問をさ
れていて、５月高野山競書大会、９月黎明祭、
１０月表参道開運書道展、２月成田地区高等学
校書道展への作品制作を主な活動としていた。
平成２８年度からは中䑓がほぼ同じ活動内容を
引き継ぎ、高野山競書大会に代えて、黎明祭
に書道パフォーマンスと１１月千葉県高等学校
総合文化祭書道作品展を加え、その他参加で
きる範囲で各種公募展にも出品している。
　作品制作以外の活動では、平成２８年４月、
国際交流で来校した３２名のマレーシアの高校
生に、日本の筆文字文化を紹介する部活動体
験を実施した。また平成２９年１２月は玉造小学
校の依頼で２日間書き初め指導に出向いた。
部員５名で児童の作品を添削指導するにあた
り、事前に小学生の課題を十分練習して臨み、
堂々とした先生ぶりを発揮した。さらに平成
３０年１２月には成田市の依頼を受け、市道
ニュータウン中央線松崎川に架かる三本の橋
の橋名板５枚の文字を、部員３名で分担して 

書いた。地域に貢献すると共に後世に残る書
となったことはとても光栄なことである。
　書道は常に自分と向き合う地味な活動のた
めか、年々部員数が減少し存続の危機を感じ
ているが、今現在いる強い意志を持った部員
達と、常に書く楽しさ・表現する喜びを実感
出来る活動にしていきたいと思う。



● 40thAnniversary●

43

茶 道茶　道　部部 顧問顧問 内野 由佳　内野　由佳　

　茶道部の歴史は長く、学校創立当初は必修
クラブだったが平成二年度より同好会となり、
平成十一年度に部に昇格し現在に至る。創立
当初から平成十五年度までは表千家茶道の岡
嶋ふじ子先生に、平成十六年度からは表千家
茶道の大堀由子先生に、平成二十四年度から
は表千家茶道の五井野孝子先生にご教授いた
だいている。
　茶道部の令和二年度の部員数は七名、その
内訳は三年生が二名、二年生が三名、一年生
が二名である。活動日は水曜日と金曜日の二
回、お稽古に励んでいる。特に水曜日は、先
生から直接ご指導をいただく貴重な時間と
なっている。金曜日は先生からご指導いただ
いた内容をおさらいする時間を設けたいとい
う部員の声から始まり、平成二十四年度より
行っている。 

　毎年の文化祭では、日頃の練習の発表の場
としてお茶席を設け、お点前を披露している。
また校内の活動の他に、千葉県高等学校文化
連盟茶道部会による総合交流茶会や地区交流
茶会に参加している。平成二十四年度は総合
交流茶会で呈茶校を務めた。
　初心者として入部する生徒が多いが、卒業
時には「表千家茶道初級免許状」を取得する
までに上達する。先生による熱心なご指導と、
それを真摯に受け止めお稽古に励む部員の練
習の成果だと思う。今後も茶道という素晴ら
しい日本の伝統文化を理解し、受け継げるよ
うに精進する茶道部であってほしい。
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吹吹 奏 楽奏 楽 部部 顧問顧問 酒井 信行　酒井　信行　

　吹奏楽部の活動も今年で３９年目を迎える。
創部時代に部員であった方々にはPTAとし
て今でも活動を支えていただいており大変あ
りがたいかぎりである。この１０年間は最大で
２０数名と部員が少なく部活動としては厳しい
状況が続いたが、部員たちの熱意と行動力に
支えられ地道に活動を続けてきた。例年の年
間活動内容は次のとおりである。

４月　入学式演奏
５月　PTA総会演奏
６月　定期演奏会
７月　野球応援・神宮寺祭り・
　　　県吹奏楽コンクール
９月　黎明祭
１０月　玉造敬老会
１１月　成田ブラスの祭典・
　　　アンサンブルコンテスト
１月　印旛地区高校音楽祭
３月　玉造YOU遊ミュージック 

　これらの行事以外にも三校合同スプリング
コンサート（ユアエルム）、老人ホームへの慰
問演奏（ケアパートナー成田）、東日本大震災
の復興支援を目的とした「ぬくもりコンサー
ト」、また２０１７年には部員の発案で１０数年間
途絶えていた定期演奏会を復活させることが
できた。これらの活動を通し部員たちは音楽
のもつ力を理解し社会に貢献できたことで多
くのことを学び自らの心身の成長につなげて
くれたことと思う。部員たちの頑張りを讃え
るとともにこのような機会を与えてくださっ
た多くの方々に感謝したい。
　今、日本はコロナ禍の厳しい状況の中にあ
る。東日本大震災の時もそうであったように
このような時こそ人々を和ませ勇気づけるも
のが求められる。一日も早く通常の部活動に
もどり成北吹奏楽部のサウンドがより多くの
人々の心を癒し、頑張りを支えてほしいと
願っている。
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　軽音楽同好会は、本校創立６年目の昭和６０
年から活動を開始した。平成１８年４月からは、
部活動の内容がほぼ同じだということで、そ
れまであったフォークソング同好会と合併し
た。それにより、名称は「軽音楽同好会」の
ままに、会員も増えて、新たな体制で再出発
した。いまだに「同好会」ではあるが、長年
の活動の中で多くの会員を擁し、本校の課外
活動の一つとして根付いてきている。
　活動形態は、まずバンドを組むことを基本
とし、日常はそのバンドごとに集まり、練習
をしている。女子更衣室と普通教室２か所が
練習場所であり、日々各自が技術の向上を目
指して真剣に練習に励んでいる。節目のイベ
ントとしては、まず各学期末の校内ライブが
ある。日ごろの練習の成果を発揮し、同好会
の存在をアピールする場となっている。また、
文化祭では、自分たちで演奏用機材を手配す
るなど自主的に運営に取り組んで、バンドご
とにライブを実施し、軽音楽同好会から１つ
だけバンドを選び、文化祭のオープニングで
も演奏している。校外では、地元玉造の地域
行事「YOU遊（ゆうゆう）音楽祭」に有志で

参加している。それには第１回から出場して
いる。
　運動部で汗を流し活動するのも高校生らし
い姿かもしれない。しかし、楽器を持ち友人
と演奏し、自分を表現するのも今しかできな
い青春である。私自身も高校・大学とバンド
活動に勤しんできた。その中で数多くの人と
出会うことができ、良くも悪くも様々な経験
をした。その中で演奏の技術だけでなく、人
としても成長することができた。軽音楽同好
会の生徒に同じように様々な経験を通し、成
長し周りから信頼されるような人になっても
らいたい。

　平成２４年度に「ダンス同好会」と名称を改
めました。現在、総勢４５名で週３回活動して
います。黎明祭文化の部でのステージ発表や
加良部祭り、玉造遊you musicなど、地域の
イベントにも参加しています。令和２年度は
黎明祭が中止となり、ダンス同好会の発表は

規模を縮小して行いましたが、例年通り多く
の生徒が見に来てくれました。３年生も最後
の発表ができ、悔いなく引退することができ
ました。これからも周囲から応援され、愛さ
れる同好会として継続していくことを願って
います。

軽音楽同好軽音楽同好会会 顧問顧問 澤井 博司　澤井　博司　

ダンス同好ダンス同好会会 顧問顧問 寺内 美紀　寺内　美紀　
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　美術部では展覧会への出品を目標に日々制
作に取り組んでいます。毎年、８月に印旛地
区高等学校美術工芸作品展、１１月に千葉県高
等学校総合文化祭に出品しています。２０１８年
には全国総合文化祭美術工芸部門（信州総文
祭）に出場しました。
　上記以外にも積極的に出品・応募を行い、
２０１１年には「学展」最優秀学校賞、２０１９年に

は読書感想画で優秀賞を獲得しました。美術
部は少人数ながらもお互いの意見を交わしな
がら制作しています。今後も自己とその表現
に向き合い、作品を生み出して続けてほしい
と思います。

美 術美　術　部部 顧問顧問 細見 由衣　細見　由衣　

　現在、部員１年生４名、３年生３名の計７
名で活動している。
　本校の写真部は文化祭で１年間かけて撮影
した作品を展示するのみの活動だったが、
２０１７年から千葉県高等学校総合文化祭・合同
写真展に作品を出展している。大きな賞を受
賞したことはないが、芸術としての写真を撮
る大変さや面白さを感じている。
　今やいつでもどこでも写真を撮り、それを
確認できる便利な時代になった。その写真を
作品として現像し、額縁にはめ展示する。そ
れだけでただ日常を撮った写真が、作品とし
て生まれ変わる。
ぜひ皆さんもその
感動を写真部に
入って味わってほ
しい。

写真写真部部 顧問顧問 澤井 博　澤井　博司司

　毎週月・木曜日に視聴覚室でイラストを描
いています。平成２２～２９年度までの活動の詳
細は不明ですが、平成３０年度は前年度末に上
級生が退部したため２年に進級したばかりの
生徒７名を中心に手探りで活動しました。平
成３０・令和元年度は学期ごとに各自の作品を
部内誌『下克上』にまとめ、黎明祭文化の部
では『Dust Box』を作成・販売しました。ま
た平成３０年度は神宮寺小学校から千把が池
（本校グランドの昔の姿）の昔話を紙芝居化す
る依頼を受
けて制作、
小学生対象
に上演され、
地域のTV
番組でも取
り上げられ
ました。

イラストレーションイラストレーション同同好会好会 顧問顧問 奈良部真樹子 奈良部真樹子
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　調理同好会は、食べることが好きな人、料
理好きな人が集まって活動しています。
　人数は多くはありませんが、楽しく活動し
ています。食事はバランス良く摂ることも大
事です。それらを含め、食事のマナーや日本
の食文化も教えています。お菓子はもちろん
ですが、季節に合わせた行事食なども調理し
ました。
　活動として
はまだこれか
らです。食事
をとおして、
色んなことを
学んでほしい
と思っていま
す。

調理同好調理同好会会 顧問顧問　佐々木 香佐々木　香織織

《主な活動内容》
・２０１９神小おもしろ実験室
①　気体の不思議（小５・６）
②　厚紙ブーメラン（小５・６）
③　バスボム（小３・４）
④　マイナス温度の世界（小３・４）
⑤　スライム（小１・２）
⑥　台所の科学（小１・２）

　神宮寺小学校の児童対象に科学部員が様々
な実験を行う。毎年、各学年２０名程度の希望
者が集まる。（小１・２年生は保護者同伴）

科学科学部部 顧問顧問 堀口　堀口　光光

　パソコン同好会の主な活動は，文化祭で自
分たちの作ったゲームを展示することです。
以前は大勢の部員がいたのですが，現在は５
名です。時代の流れでしょうか，現代の若者
はほとんどスマホで事足りているので，パソ
コンに興味がなくなったのかもしれません。
しかし，実務ではまだまだパソコンのスキル
が要求されますし，パソコンはうまく使えば
生活の質が向上します。また，プログラミン
グはそれ自体楽しいし，コンピュータの動作
原理にも精通できますので，是非，多くの生
徒にパソコン同好会に入って欲しいと思って
います。

パソコン同好パソコン同好会会 顧問顧問 加瀬 徹　加瀬　徹

　創設は昭和５９年。ピアノもない練習室で活
動は始まった。平成２０年代後半、行事におけ
る校歌披露、文化祭ミュージカル発表、慰問
や地域活動を目的とし、年によっては２０数人
の部員となり、平成２７年地区音楽会ではピア
ノと和楽器篠笛を伴奏とし合唱３０名で参加し
た。しかし合唱というのは高校の部活動では
あまり人気がなく本校も例外ではない。年度
により部員数変動は著しく少人数で絶えず存
続の危機に晒されている。音楽の迫力ではな
く、繊細さの中にある強さに魅力を感じる今
日この頃、「素敵な時を過ごしましょう」とい
う先代の意思を継ぎ、これからも細々と活動
を続けていきたいと思っている。

合唱同好合唱同好会会 顧問顧問 玉﨑 智　玉﨑　智子子



成田北高等学校　４０周年記念誌

48

体 育 委 員体 育 委 員 会会
顧顧問問 高橋 好　高橋　好正正

　本委員会としては、毎年恒例の体育行事の企画・運営を中心に活動を進めています。ここでは、
ある年の各種行事を覗いてみます。
＜球技大会＞　平成２５年度　担当職員　島田朋彦、吉田豊他
１．目　　的　スポーツを通じて心身の発達を促し、体力の向上を図ると共にクラスの団結心と

絆を深め協調性ある態度を育む。
２．日　　時　平成２５年９月２６日（水）
３．競技内容（男子：バドミントン、バスケット、サッカ－、ソフト、卓球）
　　　　　　（女子：バドミントン、バスケット、卓球、ドッジボール）
（行事を終えての生徒の意見）
　長縄では、男女比によって有利、不利が生じている。また、苦手な人がいるクラスは絶対的に
不利である。全体を盛り上げる意味でも、鳴り物を認めるなど、担任が負担している飲み物ぐら
いは学校で出しても好いのではないか。

＜黎明祭体育の部＞　平成２９年１０月６日（金）
　　　　　　　　　　担当職員　橋本祥子、北林峰明他
１．企画、運営　生徒会と体育委員会の合同による
２．種目（全１１種目）
　・個人種目　・８０㍍走・飴食い二人三脚競争
　　　　　　　・障害物競走・借り物、借り人競争
・団体種目　クラス対抗リレー予選・
　　　　　　クラス対抗リレー決勝・大縄跳び・ムカデ競走（３年生）・台風の目（２年生）・

綱引き（１年生）
（行事を終えての生徒の意見）
　メンバー表を作ってほしい。台風の目では、クラス間が近く危ない。綱引きの連続はかなりき
つい。騎馬戦をやりたい。進行は生徒会がよいのでは。成北体育祭最高

＜マラソン大会＞　令和元年度　担当職員　八角隆男、三浦孝正他
１．目　　的　体力の向上を図り、最後まで諦めない強い精神力を育成すると共に、自分の健康

や体力に関心を持ち、生涯を通して健康を維持、管理できる能力と態度を養う。
２．日　　時　令和２年２月６日（木）　１・２年生全員
３．コ ー ス　学校～中台運動公園周辺を通る緑道
　　　　　　　男子　９キロ（９０分以内）　　女子　５キロ（５０分以内）
令和元年度マラソン大会（第４０回）優勝者
［男子］　井越太陽（２Ｂ）記録３３′３０″　［女子］　大嶋友里香（２Ｆ）記録２１′５３″
（行事を終えての生徒の意見）
　授業時の練習と本番の違いに戸惑った。トイレが無くて不安だった。達成感ありあり。
※トイレの件については、その後、中台の自治会集会所の会長さんから集会所のトイレの貸し出
しの申し出がありました。ご協力に感謝申し上げます。
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文 化 委 員文 化 委 員 会会
顧顧問問 八木 愛　八木　愛梨梨

　文化委員会は、平成10年5月の生徒総会で承認されて成立した委員会です。発足以来、「文化委
員会実行委員会」の構成メンバーとして、生徒会本部役員を補佐し、文化祭（黎明祭）の準備、
運営に関わってきました。クラスの企画においてリーダーシップを発揮しながら、学校全体に関
わる仕事もこなさなければならない為、各クラス４～６人の生徒が割り当てられることが多いで
す。令和元年度の黎明祭では、開会式に特に力を入れました。当然、司会進行は生徒が行い、裏
方にもあらゆるところに生徒を配置して「自分たちが創る開会式」を実現させようと努力してい
ました。スマートフォンを活用してタイミングを合わせた演出は、デジタルネイティブ世代なら
ではの工夫だなと感心したものです。
　今年度は新型コロナウイルスの影響で文化祭が中止になり、生徒も教員も非常に辛い思いをし
ました。学校行事のさらなる活性化と効率化を実現させていきながら、成田北高校の伝統として
の黎明祭を、次の世代に伝えていきます。
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図 書 委 員図 書 委 員 会会
顧顧問問 三上　三上　　茂茂

　図書委員会は、開校と同時に発足したが、当初は図書館もなく蔵書もなかったので、特に活動
はできなかった。そして、昭和五十八年度に現在の図書館が完成し、昭和六十一年度にコン
ピュータ管理システムが導入された。平成元年度には、千葉県教育委員会の「特色ある学校づく
り」の研究指定を受けて書誌情報検索システムを完成し、全国的にも注目されるコンピュータシ
ステムによる運営が進められていった。このシステムを活用していくに当たって、図書委員会の
生徒が果たす役割はとてもおおきいものであった。
　現在の図書委員会としては、図書館の本来の目的である「読書センター」「学習センター」「情
報センター」としての機能を果たすための手助けをし、本校生徒の読書・学習についての要望に
応え、読書への関心と意欲を高めていくことが目標である。
　しかしながら、昨今の携帯電話の普及による電子書籍やゲームへの依存などにより、読書への
関心は薄れるばかりである。それに伴い図書館利用率および貸し出し冊数の減少が顕著となって
いるのが現状であり、この対策をどのようにするかが今後の課題となっている。
　そんな中、今現在は文化祭への参加など派手な活動こそしていないものの、地道に貸し出し・
返却の日常業務をこなし、「新着図書案内」の発行や夏期休業中の蔵書点検、平成二十年度から
行っている芸術鑑賞会の手伝い等を主に行っている。
　図書館自体は、蔵書数も三万五千冊に達し、書棚はもちろん書庫までもが満杯状態に陥り、
整理をするために平成二十九年度から五ヶ年計画にて除籍作業を進めている。その作業を中心に
なって円滑に進めてくれているのが図書委員会の生徒です。
　これからも、今までの豊かな経験を生かし、本校の文化・情報センター、安らぎのスペースと
して発展していくために、一層力をあわせ、知恵を発揮していって欲しいと願っている。

図　書　室芸術鑑賞会
和太鼓　和jin
２０１８年１２月１３日
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新 聞 編 集 委 員新 聞 編 集 委 員 会会
顧顧問問 遠部 正　遠部　正夫夫

　「成田北高校新聞」は、平成２２年発行の第２４号から平成２７年発行の第３５号までは、それまでの
年１回から９月と卒業式の年２回の発行に変わった。部活動、生徒会活動、学校行事などの掲載
記事が大幅に増え、年１回の発行では掲載しきれなくなったためである。この６年間の掲載記事
をみると９月に発行された紙面はすべて部活動関係で占められており部活動特集号の形をとって
いる。また運動系部活動と文化系部活動の掲載記事のバランスにも配慮が行われ新聞編集委員会
の編集方針が理解できる。
・平成２２年
　24号 記事 女子バレー部 山岳部 少林寺拳法部 吹奏楽部 美術部
　25号 記事 三年座談会 二年修学旅行 一年入学して
・平成２３年
　26号 記事 ゴルフ部 剣道部 将棋同好会 陸上競技部(顧問／部員)
　27号 記事 三年座談会 二年修学旅行 一年入学して
・平成２４年
　28号 記事 柔道部 ダンス同好会 女子サッカー部 テニス部
　　　　　  女子ソフトテニス部 茶道部
　29号 記事 三年座談会 二年修学旅行 一年一年を振り返って
・平成２５年
　30号 記事 少林寺拳法部 バドミントン部 バスケットボール部
　　　　　  ハンドボール部 美術部 マネージャー特集
　31号 記事 生徒会長 陸上競技部 パソコン同好会 二年生修学旅行
　　　　　　国際交流で活躍した生徒 一年生この一年を振り返って
・平成２６年
　32号 記事 少林寺拳法部インターハイ出場 野球部 男子サッカー部
　　　　　　調理同好会 パソコン同好会 合唱同好会 軽音楽同好会
　33号 記事 生徒会長 少林寺拳法部インターハイ出場 合唱同好会
　　　　　　合格体験記（茨城大・東京薬科大） 二年生修学旅行
　　　　　　一年生この一年を振り返って
・平成２７年
　34号 記事 少林寺拳法部 男子バレーボール部 陸上競技部 空手道部
　　　　　　吹奏楽部 書道部 写真部 ペン字同好会
　35号 記事 生徒会長 美術部 ゴルフ部 海外交流体験 合格体験記
            二年生修学旅行 一年生この一年を振り返って

　平成２８年から令和元年までの４年間はクラス減による生徒数の減少もあってか、年１回の発行
になった。なお平成２９年度は、新聞編集委員会の体制が整わず発行することができなかった。

平成２４年９月６日発行
第２８号より
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放 送 委 員放 送 委 員 会会
顧顧問問 酒井 信　酒井　信行行

保 健 委 員保 健 委 員 会会
顧顧問問　三島 諒三島　諒子子

選 挙 管 理 委 員選 挙 管 理 委 員 会会
顧顧問問 髙橋 良　髙橋　良平平

　放送員会はここ数年「みんなを笑顔にする
放送をこころがけよう」や「自主的に行動し
よう」等のスローガンを掲げ学校生活の円滑
化と自主性を重んじ委員会活動を展開してき
た。年間の主な内容としては昼の放送、体育
館で行う式典行事、体育祭実況などである。
毎日昼食の時間になると生徒たちが好む流行
の音楽が教室に流れ学校生活に潤いを与えて
いる。また、式典時には発言者の一人一人の
声量にまで気をくばり式典を成功させるべく
取り組んでいる。
　放送委員は複数年継続して担当する者が多
いためか放送機材のセッティングや体育祭の
放送実況など上手にやりこなす。
　また、新入生に対しても上級生が教えると
いう体制がしっかり整っており組織として大
変良く機能している。放送委員会のこのよう
な体制は生徒たちにより伝統的に築き上げら
れたものであり、私も顧問になった時に大変
驚かされた。まさに頼もしい集団である。

　本委員会は、生徒会規則に定められた臨時委員会の１つで、担当業務は生徒会役員選挙の計画・
運営である。明日の成田北高等学校を支える生徒会本部役員の、公平・公正な選出のために各ク
ラスから選出された委員は責任感が強く、選挙の運営は円滑かつ正確に行われている。主な活動
は以下の通りである。
　　９月下旬…生徒会役員選挙公示
　　１０月初旬…立候補者締切
　　１０月中旬…生徒会役員選挙立会演説会・選挙の進行、投票及び開票集計作業
　　　　　　　選挙結果公示
　　１２月下旬…認証式
　業務内容から、生徒会顧問と連絡・情報共有を行い、連携に努めることが必要である。卒業す
るまでに選挙権を持つ生徒達に対し、その制度や権利、義務等についても視野に入れながら活動
していくことも必要であると感じている。

　本校の保健委員会は各クラス男女１名ずつで構成
されています。主な活動内容は①健康診断の補助②
体育祭の救護係③石鹸の補充作業です。
　健康診断では、尿検査の回収作業や歯科検診の補
助、身体計測の準備・補助・片付けなど大活躍です。
その中でも歯科検診の補助作業は、歯科衛生士を目
指している生徒にとっては、とても興味のある内容
で積極的に参加してくれる生徒が多い仕事です。
　体育祭の救護係は、グラウンドに設置されている
救護スペースへ用具を運んだり、ケガをした生徒へ
の聞き取りを行います。下級生に対応している姿は
とても頼りになるお兄さん・お姉さんに見え安心し
て任せられます。
　１年を通して行っている仕事が、手洗い場に置い
てある石鹸の補充作業です。毎月、各学年から１ク
ラスずつ割り振りを行い放課後に補充を行っていま
す。
　今後は、感染予防などで保健委
員が活躍する場が増えることが予
想されます。こちらから呼びかけ
るだけでなく、保健委員が中心と
なり手洗いや換気を自主的に啓発
運動できるようにしていきたいと
考えます。
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　本委員会は、学校の環境整備を中心に活動している。学期ごとの大掃除では清掃用具の確認や
補充、黎明祭文化の部では各団体のゴミの管理をしている。また日頃から環境問題を考慮し活動
している。特に平成３０年度には千葉県環境教育モデル校として選定され、「省エネルギー対策及
び再生可能エネルギーの活用に係る実践」をテーマ１年間活動した。各教室のゴミ回収の方法を
見直し、省エネルギー型のゴミ回収方法を実施した。教室のゴミ箱に袋を使用せず、直接ゴミを
ゴミ箱に捨て、ゴミを回収するときにゴミ箱を美化委員の生徒が高圧洗浄機で洗い、また教室で
使う方法を実践した。しかしその後のゴミ捨てでも同じ方法をとる予定であったが、新型コロナ
ウィルス感染症の影響で清掃を行えない時期があり、その後も感染のリスクを抑えたゴミ捨ての
方法を考え実施することとなった。

　社会福祉委員会の主な活動は、①赤い羽根
共同募金や書き損じハガキの回収等の募金活
動と、②社会福祉法人大成会（成田市三里塚
の不二学園）の「あじさい祭り」や県立栄特
別支援学校の「栄龍祭」等の行事の手伝いの
ボランティア活動である。これらを、各クラ
スの委員が中心となり、全校生徒に呼びかけ
ている。ボランティア活動は年度によって参
加者の増減が激しく、活発な活動が出来な
かった時もある。
　各地で様々な災害が起こる昨今、「社会福
祉」を身近なものとして、出来る事を少しで
も増やし活動の幅を広げていけたらいいと考
える。

美 化 委 員美 化 委 員 会会
顧顧問問 澤井 博　澤井　博司司

規 律 委 員規 律 委 員 会会
顧顧問問 八角 隆　八角　隆男男

社会福祉委員社会福祉委員会会
顧顧問問 中䑓 真　中䑓　真弓弓

　規律委員会では、年間努力目標として
①　みんなが安全・快適に学校生活を過ごせ
るようにする。

②　成田北高生としての身だしなみを整え、
明るく挨拶のできる学校をつくる。

を目標として、年間５回程度「朝の挨拶運動」
を昇降口で生徒全員に声かけをしています。
　また、文化祭などの学校行事では校内の警
備・巡回を行っています。
　この他に、市内高校生が参加する、交通安
全運動や痴漢撲滅キャンペーンなど地域の取
り組みにも参加し、学校と地域とのつながり
にも貢献しています。今後も、成田北高校の
生徒会活動に積極的に取り組み、よりよい成
田北高校を目指していきたいと思います。

美化委員会の活動 福増浄水場見学（平成３０年７月）
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情　 報　 部 部長部長 青木 治毅　青木　治毅　　

１　活動方針
　本校の学校教育目標、教育方針、努力目標を達成するために、教育活動の根幹となる学習活動
全般に関わる業務が円滑に行えるように、各学年・各分掌との連携を密にし、企画・運営・整備
に努める。
２　重点目標と具体的方策
（１）大学入試改革に対応した授業づくり
　　・学習指導の過程や成果について適時、適切な評価を行う体制の整備
　　・職員相互の授業見学の実施
　　・行事の精選による授業時間数の確保
（２）教育課程の円滑な運用
　　・新学習指導要領改定に伴う教育課程の編成
　　・新しい評価方法への準備
　　・科目選択やクラス編成
（３）入学者選抜業務の円滑な運営
　　・入試業務の見直しや検討を重ね、公正で公平な評価ができる体制を整える
　　・入試の追跡調査
（４）校内研修体制の確立
　　・教育実習、校内研修の体制を整える
（５）図書館の充実
　　・図書館の施設・設備の充実
　　・新着図書の紹介
　　・充実した芸術鑑賞会の実施

　情報部の設立は平成１４年度である。教務部から独立する形で新たに設置されたようである。活
動目的は、ネットワークの管理、校務の情報化を推進し、安全にデータ処理をし、管理、運用す
ることである。業務内容としては、成績処理システムの設定、管理、運用、利用方法の説明会や、
高等学校入学者選抜のデータ処理、そこから派生し、入学者のデータ管理、調査書、指導要録の
作成、後述するネットワークの保守、管理など非常に多岐にわたる。
　本校では、平成３０年に千葉県から教職員１人１台のノートPCが貸与され、校務のほとんどが貸
与されたノートPCで処理されることとなった。ネットワークは現在、県のサーバーに接続され
た主に成績処理に利用されるネットワーク、校内での業務に利用でき、インターネットに接続す
ることができるネットワークの２つが県貸与
ノートPCから利用できる。令和元年度には、
校内のネットワーク上にNAS（Network 
Attached Strage）を接続し、より一層業務の効
率化が図られることとなった。
　今後の課題としては、各種業務が複雑化し、
引継ぎやシステムのメンテナンスが難しくなっ
ているため、マニュアルの整備や情報モラルの
向上などがあげられる。

教　 務　 部 部長部長 堀口 光　堀口　　光　　
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防災安全管理部 部長部長 澤井 博司　澤井　博司　　

進路指導部 進路指導主進路指導主事事 加瀬 徹　加瀬　　徹　　

　創立以来、環境の美化については、大変力を入れてきた。毎日の清掃活動の徹底を図り、ゴミ
を少なくし、分別回収の向上を目指してきた。特に平成９年からは、ダイオキシンの問題により
焼却炉でのごみの焼却ができなくなったため、ゴミの分別回収を徹底し、現在では「燃えるゴミ」
「瓶・缶類」「ペットボトル」「資源ごみ」等に分類し、回収業者によって処理されている。
　また、平成３０年には千葉県環境教育モデル校として選定され、「省エネルギー対策及び再生可能
エネルギーの活用に係る実践」をテーマ１年間活動した。内容は、各教室のごみ回収の方法を見
直し、省エネルギー型ごみ回収の方法を見つけるというものだ。１学期は例年通りごみの回収を
行い、２学期にはゴミ袋を使用せず、毎日のごみ出しの際にゴミ箱を洗浄した。結果はゴミ袋を
使用せず、ゴミ箱を洗う方法がエネルギーの消費が低く、この方法を３学期以降続けていくこと
となった。
　しかし令和元年度に流行し始めた新型コロナウィルスの感染を防ぐため、令和２年２月からは
ゴミ袋の使用を再開。ゴミの量にかかわらず毎日ゴミ捨てを行った。その後、長い休校が明けた
６月からは校内のごみ箱をすべて撤去し、さらなる感染症対策を行った。放課後の掃除も教員が
行った。分散登校や時差登校を経て、段階的にゴミ捨てや掃除の方法を通常に近づけているとこ
ろである。

　本校は現状，大学４０％，短大６％，専門学校等４２％，就職５％のいわゆる「進路多様校」であ
る。本校のような「進路多様校」における進路指導は，実は非常に難しい。何故か。いわゆる
「進学校」のように大学・短大進学に特化した指導だけをしていればいいというわけではなく，
専門学校進学のための指導，一般企業就職のための指導，公務員試験合格のための指導というよ
うに全方位に向けて万遍無く気配りしつつ，指導の中身も充実させなくてはいけないからだ。例
えば，模試一つとっても多種多様な模試を実施しなくてはいけないし，分野別説明会等の行事で
も生徒が希望するすべての分野についての講師・会場を手配しなくてはいけない。進路指導とい
うと，「有名大学に何人合格したのか」ということばかり気に掛ける風潮があるので，このこと
は特に強調しておきたい。結局，学校の実情に応じて，一生懸命指導するしかないわけで，一律
の尺度で判断することはできない。
　とはいえ，幸いにも本校の進路実績については，年々確実に成果を上げているといえる。生徒
諸君の地道な努力によるところが大きいのはもちろんだが，保護者の皆様，地域の方々の御理解・
御協力のおかげでもある。
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生徒指導部 生徒指導主生徒指導主事事 三浦 孝正　三浦　孝正　　

１　生徒の様子（平成２２年～平成２８年）
　　この年間の生徒の様子を上げる。
　　・男子生徒・・・Yシャツの裾出しと腰パンが多数。
　　・女子生徒・・・ミニスカートが過半数
　服装の乱れが顕著である上に、通学途中でのマナー違反行為およ
び注意に対する反発的な言動による苦情も数多く寄せられていた。
　このような状況であった為、近隣住民や市内中学校からの評価も
決して良くはなかった状態が続いていた。
２　生徒指導対応
１）頭髪や服装の乱れなどの身だしなみに関して厳しく、また根気強い指導を継続した。
２）地元警察と連携して、自転車点検の実施と施錠の徹底を実施した。
３）指導する際に、全職員が協力し共通行動できるように「共通指導」を決めて指導に当たった。
　　これらにより、徐々に教員と生徒の関係が良好になり、教育活動が円滑に行われるように
なってきた。

３　平成２９年度～令和元年の状況
　　生徒指導の指標をいくつか示す。

　指標からも分かる通り、年々状況は改善しつつあり、おおむね９割の生徒はルールを守って
生活できるようになってきた。
　その結果、近隣の中学校からの評判も向上し、成田市内の入学生徒の比率がアップしている。
４　１０年間での主な生徒指導部関係の変更点など
１）いじめが社会問題化したことで、いじめ対策の法整備が進み、各学校が「いじめ対策基本
方針」を作成、ホームページに掲載。組織的かつ厳格な対応が求められるようになった。
２）同様に、体罰やパワハラ問題も絶対禁止の風潮が高まり、部活動をはじめ学校内でそのよ
うな場面は見られなくなった。
３）平成２５年度から制服のブレザー胸ポケット部分に学校エンブレムワッペン
をつけるようになった。（写真参照）
４）平成３１年度から「指定セーター」を導入し、登下校での着用を認可した。
５　現在の生徒指導上の課題
　１）・自転車マナーへの苦情が減っていない。
　２）・マナー違反は男子、頭髪とスカート丈違反は女子に多い傾向があり、
　＜過去１０年間の部長＞

＊生徒アンケート盗難・窃盗
（金品）

いじめ・
暴力行為

特別指導
（件数・人）

８４％　０件　０件１６件・１９人平成２９年
８７％　０件　１件８件・２３人平成３０年
９１％　０件　０件１０件・１２人令和元年

＊は「集団生活のルールやマナーを守っている」と回答した％

部　長　名年　度
・飯名　　剛平成２２年度～平成２４年度
・島田　朋幸平成２５年度～平成３０年度
・三浦　孝正平成３１年度～　　　　　
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国際理解委員会 顧問顧問 澤井 博司　澤井　博司　　

　本校は毎年夏季休業中に参加を希望した生徒を海外語学研修に派遣している。本校の国際交流
事業の歴史は長く、本年度は２５年目に当たる。１９９６年よりオーストラリアのニューサウスウエー
ルズ州にあるワガワガ高校と交流を始めた。その後２０１３年まで、毎年本校生徒を派遣し、先方か
らはほぼ隔年で派遣生徒を受け入れてきた。２０１４年、これまでの経験を踏まえ、より安全で、国
際交流に積極的な学校を選び、派遣先をニュージーランドのオークランド市にあるプケコヘ高校
に変更し実施した。２０１７年は参加人数の不足で２０２０年度は新型コロナウィルス感染症のために中
止となったが、オーストラリアは１９９６年から２０１３年の間に１６回、ニュージーランドは２０１４年から
２０２０年までの間で５回生徒を派遣している。本年度は新型コロナウィルス感染症のため海外派遣
を昨年度の３月に決定した。来年度の国際交流事業も新型感染症の動向を見ながら生徒が安心し
て実施できるようにこれから企画をしていきたい。

ワガワガ高校にて ワガワガ高校からの記念樹（ミモザ）

プケコヘ高校 ２０１４年の交流 ２０１４年の交流

プケコヘ高校校長と新村教頭（当時） 国際交流委員会と本校参加生徒 プケコヘ高校にて
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総　 務　 部 総務部総務部 板倉 恵一　板倉　恵一　　

　総務部の行事も職員、生徒やPTAの意見を取り入れこの１０年の間に少しずつ変化した。
①　本校PTAが全国発表（表彰）を受けたこと（平成２６年８月２１日）を記念して、職業啓発講座

として第１回「未来講座」（平成２５年７月１６日）を行った。第５回までは全校生徒対象で行っ
ていたが、その後、対象を１年生に絞った。

②　マラソン大会で豚汁を配給した。（平成２７年度～）PTA文化・地域委員会の理事が集まって
作り、走り終わった生徒に配った。食材・ガス・大釜の注文をし、２つの学年分以上の、１２００
食程作った。温かい豚汁が食べられて一層充実したマラソン大会になった。

③　新理事を選ぶ方法を変えた（平成２９年度）。入学式後クラスで新理事を決める方式から、入学
許可候補者説明会で、中学校ごとに集まり理事を決める方式にした。これは全国大会の報告
から成田北高校もこの方法がいいだろうという提案を受け、実現したものである。

④　夏の終業式・始業式は暑さ対策のため、冬の終業式・始業式は寒さ対策のため、放送で行う
ことにした。

令和２年度ＰＴＡ役員

三学年副会三学年副会長長
後藤 美後藤　美香香

書書記記
眞壁 優眞壁　優美美

会会長長
鳥海 直鳥海　直樹樹

監監事事
石井 尚石井　尚子子

国際交流委員国際交流委員長長
田代 久田代　久枝枝

会会計計
寺岡 美絵寺岡　美絵子子

一学年副会一学年副会長長
大徳 冬大徳　冬季季

二学年副会二学年副会長長
前田 憲前田　憲一一

監監査査
柏熊 昭柏熊　昭則則

広広報報委員委員長長
大崎 淳大崎　淳司司

教養研教養研修修委員長委員長
中谷 三千中谷　三千子子

文化地文化地域域委員長委員長
高橋 知高橋　知子子

校外指校外指導導委員長委員長
内藤 久美内藤　久美子子

１年間ありがとうございまし１年間ありがとうございましたた
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ＰＴＡ役員選出について
　例年、入学許可候補者説明会の後、新入生保護者は子供の出身中学校等で８区分された教室に
移動し、委員会理事・本部役員の司会による５つの委員会理事の選出に参加します。顔見知りの
保護者が１つの教室に集まることで、緊張感がほぐれることもあるようです。新年度本部役員は、
小中校PTAで実績のあった保護者の「１本釣り」や成北OB・OGが、先輩役員の勧誘で本部入り
することも多いようです。通常、会長は３年生保護者から選出され、校長先生と各学年保護者か
ら１名ずつの副会長、また、監事・会計・書記も理事から選出された後、理事会での推薦を経て、
総会で承認されます。
　高校PTAは小中校とは異なり、その活動内容・時間が大幅に減少しますが、選出された理事・
本部役員は、縦や横の繋がりを深めて、保護者として子供達の学校生活に関われる最後の３年間
を楽しまれています。
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・平成25年８月21日全国高等学校ＰＴＡ連合会大会
山口大会での発表

・平成25年７月16日『成北未来講座』スタート

▲野村氏発表の様子
・平成25年11月26日
　印旛地区公立高等学校合同研修会を主催する

・広報誌『なりきた』　千葉県１位を獲得（平成25年度）

 

・平成26年３月23日
　体育館スクリーンをＰＴＡ、後援会、同窓会共同出費

・平成26年８月21日文部科学大臣賞を受賞

　　　・平成27年10月10日
　　　　成田市スポーツフェスティバル参加

▲越前和紙の時計を送られました。
・平成26年11月４日
　玄関部外壁一面塗装をＰＴＡで出費

PPPPPPPPPPPPPPPPPPPPTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA1111111111111111111100000000000000000000年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間のののののののののののののののののののの出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来　PTA10年間の出来事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
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・国際交流委員会
▼ニュージーランド研修への出発前、成田空港で

・校外指導委員会

・文化・地域委員会

　　　　　▼マラソン大会の様子

・広報委員会

・教養研修委員会

▲創刊第100号記念号 ▲第６回成北未来講座講師の皆さん

ニュージーランド
研修のサポートや
ホームステイ先への
お土産作りをして
います。

黎明祭でやきとり販売・
マラソン大会で豚汁を
配っております。とても
やりがいのある楽しい
委員会です。

『成北未来講座』、『視察研修』という活動を通して進路
について考えるきっかけを創っています。
生徒皆さんの進路を、輝く未来を応援していきます。

年２回、登下校指導を行っています。
主に挨拶、服装、自転車の乗り方などを
チェックしています。
生徒達が安全に気をつけて登下校が
できるように見守りたいと思います。

年２回の広報『なりきた』
を発行しています。
昨年は創刊第100号記念号
を発行しました。

平成26年度からそれまでの３委員会から
５委員会体制へと組織変更をして、より
活発な委員会活動に変わってきています。

委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動のののののののののののののののののののの様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様　委員会活動の様子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
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・４月　入学式ＰＴＡ会長挨拶 ・５月　ＰＴＡ総会

・８月　全国高等学校ＰＴＡ連合会大会　京都大会 ・９月　黎明祭への参加

・10月　ＰＴＡ視察研修旅行
　　　・３月　卒業式　会長挨拶

・41年目　令和２年度ＰＴＡ総会は新型コロナウィルス感染拡大防止のため、
書面表決開催となりました。

▲ＰＴＡ会費より
　　▲理事会はソーシャルディスタンス 　ハンドジェルを購入
　　を保つために体育館を使用しました。 　しました。

4444444444444444444400000000000000000000年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目 令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度ののののののののののののののののののののPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活　40年目　令和元年度のPTA活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
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■　教職員在任期間一覧
元３０２９２８２７２６２５２４２３２２氏　名教科・教科

◎鈴木　政男校 長

◎◎◎加瀬　正彦校 長

◎◎平賀　洋一校 長

◎◎土屋　俊一校 長

◎◎弘海　政信校 長

◎◎◎今井　　肇教 頭

◎◎新村　浩章教 頭

◎◎櫻井　佳成教 頭

◎◎金田　一幸教 頭

◎遠山　宗利教 頭

◎◎◎◎川島　洋子国 語

◎◎◎◎小野寺　工国 語

◎◎◎◎◎◎◎五江渕義治国 語

◎◎福田　克行国 語

◎◎◎◎◎◎◎◎川澄　貴子国 語

◎◎◎◎◎◎◎◎◎菅谷　里美国 語

◎◎◎◎◎◎◎◎◎塩崎　礼子国 語

◎◎田口　富男国 語

◎◎◎◎◎◎◎◎椎名　良恵国 語

◎村岡　信孝国 語

◎野上由美子国 語

◎◎◎高塚　雄毅国 語

◎◎◎◎鞠子　侑太国 語

◎野瀬千鶴子国 語

◎仲野　　仁国 語

◎◎◎平山　弘之国 語

◎◎◎◎内野　由佳国 語

◎永田　勝也国 語

◎栗山　克明国 語

◎◎奈良部真樹子国 語

◎◎鈴木　章宏国 語

◎◎遠部　正夫国 語

◎杉浦　龍希国 語
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元３０２９２８２７２６２５２４２３２２氏　名教科・教科
◎◎◎髙橋　清行地 歴 公 民

◎◎◎◎弘中　静雄地 歴 公 民
◎◎◎◎◎◎◎◎半田　　勉地 歴 公 民

◎◎◎◎◎◎◎◎◎根本　　勉地 歴 公 民
◎◎◎◎◎◎◎◎白川　　仁地 歴 公 民

◎◎◎石倉　裕之地 歴 公 民
◎◎◎◎◎◎◎◎橋本　光洋地 歴 公 民

◎◎◎◎◎青木　武美地 歴 公 民
◎三橋　康孝地 歴 公 民

◎◎◎◎◎高師　幸広地 歴 公 民
◎◎◎◎◎◎◎酒井　信行地 歴 公 民

◎小倉　晶文地 歴 公 民
◎高城　幸雄地 歴 公 民

◎◎◎◎◎林　　綾音地 歴 公 民
◎平山　久春地 歴 公 民

◎◎◎加藤　美優地 歴 公 民
◎◎野々宮　司地 歴 公 民
◎◎櫻田　常聖地 歴 公 民

◎熊谷　　治地 歴 公 民
◎◎塩澤　和博地 歴 公 民
◎山口　隆司地 歴 公 民

◎◎◎柳生　茂男数 学
◎◎◎◎馬場　俊一数 学 ・ 情 報

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎板倉　恵一数 学
◎◎◎◎◎鬼澤　昌宏数 学 ・ 情 報

◎◎飯塚　恭子数 学
◎◎◎◎◎◎◎◎◎莇　哲数 学

◎◎◎◎◎和田　匡史数 学
◎渡邉　孝輔数 学

◎新田　滋子数 学 ・ 情 報
◎齋藤　哲夫数 学

◎◎◎◎田中　哲郎数 学
◎朝生　健太数 学

◎◎◎◎◎齋藤　光宏数 学
◎◎◎◎◎青木　治毅数 学

◎布目　　壽数 学
◎◎◎升谷　利史数 学 ・ 情 報

◎◎◎加瀬　　徹数 学
◎◎◎白水　洋平数 学
◎石橋　博道数 学
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元３０２９２８２７２６２５２４２３２２氏　名教科・教科
◎◎◎◎薄井　喜次理 科

◎◎◎◎◎秋葉　幸一理 科

◎◎◎◎小出　徳江理 科 ・ 情 報

◎◎◎◎◎◎◎宮下　　明理 科

◎◎佐藤　哲朗理 科

◎◎◎◎◎◎◎◎◎齋藤　善信理 科

◎◎◎◎◎◎◎◎◎下山　　剛理 科 ・ 情 報

◎◎◎◎◎◎◎湯浅　秀観理 科 ・ 情 報

◎◎◎◎石井　功一理 科 ・ 情 報

◎森　　知幸理 科

◎泉水　清和理 科 ・ 情 報

◎長嶋　健二理 科

◎◎◎◎◎◎堀口　　光理 科

◎◎◎◎◎山川　　亮理 科

◎◎◎◎床枝あかね理 科

◎濱中　　修理 科

◎◎◎◎龍門　謙佑理 科

◎◎◎村田　　馨理 科

◎髙橋　妙子理 科

◎高嶋ゆかり理 科

◎◎川村美佐子保 健 体 育

◎◎佐藤　三幸保 健 体 育

◎◎◎飯名　剛士保 健 体 育

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎橋本　祥子保 健 体 育

◎◎◎◎◎佐藤　優美保 健 体 育

◎◎◎吉田　　豊保 健 体 育

◎◎◎◎◎◎◎島田　朋幸保 健 体 育

◎◎◎◎◎齋藤　真紀保 健 体 育

◎井野　和浩保 健 体 育

◎石井慎之助保 健 体 育

◎◎鈴木　勝男保 健 体 育

◎◎◎◎◎◎八角　隆男保 健 体 育

◎横田　将之保 健 体 育

◎◎◎矢代　正人保 健 体 育

◎◎◎◎◎北林　峰明保 健 体 育

◎◎◎三浦　孝正保 健 体 育

◎◎大石　　康保 健 体 育

◎髙橋　良平保 健 体 育
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元３０２９２８２７２６２５２４２３２２氏　名教科・教科
◎◎◎◎土屋　幸夫芸 術

◎◎◎◎◎◎松永　博一芸 術

◎笹崎壽宜子芸 術

◎◎◎穴山　和義芸 術

◎◎◎◎◎◎玉﨑　智子芸 術

◎◎◎◎◎◎西尾　多道芸 術

◎◎◎◎中臺　真弓芸 術

◎◎◎◎◎◎◎◎◎仲澤　信明英 語 ・ 情 報

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎綿貫　　清英 語

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎宮田由紀子英 語

◎◎◎◎◎◎◎岩瀬　邦利英 語

◎◎◎◎◎古川　恵一英 語

◎◎◎原田久美子英 語

◎◎◎◎◎柴田　　智英 語

◎◎◎◎有馬　章雄英 語

◎◎◎◎◎◎◎◎◎寺内　美紀英 語

◎原野　　隆英 語

◎鎌田千絵子英 語

◎和田　克徳英 語

◎◎組田幸一郎英 語

◎◎◎◎鈴木　靖子英 語

◎◎◎◎◎◎◎◎◎渡邉　牧子英 語

◎◎◎◎◎藤田　文行英 語

◎◎◎◎◎車　　芳郎英 語

◎乙部　聡美英 語

◎◎◎◎澤井　博司英 語

◎加藤　　空英 語

◎◎◎藤﨑美穂子英 語

◎細川　金男英 語

◎◎向　　秀男英 語

◎髙田　啓子英 語

◎八木　愛梨英 語

◎◎◎香取　里佳家 庭

◎◎◎◎◎◎山本　　泉家 庭

◎佐々木香織家 庭

◎◎飯島　孝則情 報
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元３０２９２８２７２６２５２４２３２２氏　名教科・教科
◎◎◎◎◎◎内藤八重子養 護

◎高木　綾子養 護

◎松戸美佳子養 護

◎小幡　節子養 護

◎◎◎◎◎◎◎土屋　実紗養 護

◎山内　友子養 護

◎◎◎星野　晶子養 護

◎盆子原綾乃養 護

◎岩佐　麻美養 護

◎三島　諒子養 護

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎三上　　茂助 手

◎◎◎伊藤　京子事 務 長

◎◎◎◎岩舘　恵子事 務 長

◎◎多田　文裕事 務 長

◎及川　佳司事 務 長

◎◎根本　ゆき事 務

◎成毛　弥生事 務

◎長野　純子事 務

◎◎◎◎◎本宮　典子事 務

◎◎◎原田　亮平事 務

◎◎鈴木美津江事 務

◎◎◎◎高梨　祐子事 務

◎◎◎森井　　涼事 務

◎◎◎◎石塚　千晶事 務

◎◎◎横山　唯斗事 務

◎◎増子　潤子事 務

◎龍野　紀子事 務

◎◎◎◎◎◎三澤　貞子主任学校技能員
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元３０２９２８２７２６２５２４２３２２氏　名教科・教科
◎高宮　宙志非 常 勤 講 師

◎菅野　優太非 常 勤 講 師

◎山田　貴志非 常 勤 講 師

◎原田　竜郞非 常 勤 講 師

◎成毛　一真非 常 勤 講 師

◎斎藤　千賀非 常 勤 講 師

◎岩城　綾乃非 常 勤 講 師

◎浅見　智峰非 常 勤 講 師

◎岩間謙司郎非 常 勤 講 師

◎正角　知佳非 常 勤 講 師

◎◎藤野　陽平非 常 勤 講 師

◎遠藤　幹康非 常 勤 講 師

◎田澤　温子非 常 勤 講 師

◎◎橋本　圭杜非 常 勤 講 師

◎土屋　　誠非 常 勤 講 師

◎濱中　　修非 常 勤 講 師

◎盆子原綾乃非 常 勤 講 師

◎◎依田　想太非 常 勤 講 師

◎宇佐美研二非 常 勤 講 師

◎倉波　枝理非 常 勤 講 師

◎加藤　健一非 常 勤 講 師

◎鈴木　真紀非 常 勤 講 師

◎◎◎◎永井　　衛嘱 託

◎◎◎◎香取　伸一嘱 託

◎◎滝川　千里カ ウ ン セ ラ ー

◎◎◎◎◎◎◎石原　輝英学校医（内　　科）

◎◎◎片岡　滿男学校医（内　　科）

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎藤崎　康人学校医（外　　科）

◎◎◎◎◎◎◎◎山崎　直樹学校医（眼　　科）

◎◎加部東武徳学校医（眼　　科）

◎◎◎鳥居　雅江学校医（耳 鼻 科）

◎◎◎◎◎橘　　昌利学校医（耳 鼻 科）

◎◎池宮城慶寛学校医（耳鼻咽喉科）

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎斉藤　憲一学校医（歯　　科）

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎野澤　隆之学校医（歯　　科）

◎◎◎◎◎◎◎◎宍倉　　清薬 剤 師
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■　学年主任・担任一覧
元３０２９２８２７２６２５２４２３２２年
大石寺内八角藤田綿貫酒井橋本祥斎藤善福田石倉主

１
　
　
学
　
　
年

鈴木塩崎莇椎名塩崎五江渕白川綿貫半田白川副
板倉塩崎宮田岩瀬塩崎五江渕岩瀬塩崎半田長嶋Ａ
椎名加藤龍門床枝山本堀口椎名根本宮内橋本祥Ｂ
櫻田野々宮川澄高師齋藤光山川組田秋葉有馬鬼澤Ｃ
八木青木村田菅谷鞠子田中斎藤真青木湯浅宮下Ｄ
鈴木林藤﨑澤井寺内鈴木靖下山寺内佐藤優川澄Ｅ
澤井内野莇北林西尾八角白川板倉五江渕白川Ｆ
髙橋妙大石中臺椎名青木治宮田高師宮下馬場岩瀬Ｇ

三浦藤田川澄綿貫石井Ｈ
山口向升谷龍門乙部横田橋本祥穴山和田野上副担任
塩澤三浦永田半田平山弘古川土屋仲澤齋藤宮田
齊藤渡邉酒井升谷松永渡邉薄井吉田飯塚新田
青木鈴木仲澤仲澤矢代松永松永松永松永馬場
寺内齊藤善･下山八角白川宮下石井橋本祥斎藤善小出笹崎
佐々木升谷玉﨑齊藤善濱中･綿貫山本田中椎名吉田
杉浦寺内車中臺根本高城莇高橋

栗山林石井渡邉
寺内八角藤田綿貫酒井橋本祥斎藤善半田石倉綿貫主

２
　
　
学
　
　
年

塩崎莇椎名塩崎五江渕白川綿貫五江渕白川佐藤三副
塩崎・綿貫宮田橋本祥塩崎鈴木岩瀬塩崎馬場鬼澤板倉Ａ
白水玉崎白水山本五江渕下山板倉有馬宮下香取Ｂ
髙田村田澤井齋藤光堀口高師秋葉五江渕宮田橋本光Ｃ
加藤莇北林西尾宮田斎藤真青木湯浅川澄佐藤三Ｄ
髙橋良奈良部床枝鞠子八角白川根本和田白川柳生Ｅ
内野龍門菅谷林山川莇寺内佐藤優岩瀬川村Ｆ
野々宮中臺椎名青木田中椎名宮下宮内橋本祥高橋Ｇ

藤﨑寺内組田綿貫莇菅谷Ｈ
綿貫熊谷鈴木下山酒井鞠子穴山田口寺内秋葉副担任
塩澤車半田湯浅北林野瀬菅谷小出石倉佐藤哲
齊藤遠部齊藤善加藤平山弘･布目橋本祥酒井香取田口根本
青木山本山川根本齊藤善湯浅高塚柴田下山五江渕
寺内八角白川宮下玉崎仲野鬼澤・柳生橋本光香取仲澤
佐々木仲澤板倉綿貫高塚玉崎斎藤善半田塩崎
杉浦酒井加瀬矢代半田朝生鈴木島田柴田

櫻田内野川澄山本弘中
宮下

八角藤田綿貫酒井橋本祥斎藤善半田石倉綿貫福田主

３
　
　
学
　
　
年

藤﨑椎名塩崎五江渕白川綿貫五江渕白川佐藤三半田副
莇白水塩崎山川岩瀬塩崎馬場鬼澤板倉飯塚Ａ
藤﨑橋本祥青木田中莇板倉和田下山秋葉森Ｂ
龍門澤井鞠子五江渕椎名秋葉佐藤宮田橋本光小出Ｃ
玉崎椎名山本堀口斎藤真青木宮内川澄佐藤三弘中Ｄ
奈良部北林寺内鈴木青木武根本湯浅白川根本井野Ｅ
中臺床枝林宮田川澄寺内有馬岩瀬川村半田Ｆ
村田菅谷齋藤光八角高師綿貫五江渕橋本祥高橋鎌田Ｇ
宮田西尾白川菅谷莇菅谷三橋Ｈ
高嶋山川細川車石井･橋本祥小倉弘中石井綿貫宮内副担任
遠部･石橋飯島渡邉橋本祥柴田宮下半田菅谷佐藤哲原野
酒井塩澤･藤田湯浅齋藤真床枝柴田小野寺石倉川島川島
藤田平山綿貫玉崎湯浅鈴木勝川島弘中宍山齋藤
北林西尾高師酒井仲澤仲澤柴田斎藤柳生佐藤優
八角綿貫矢代莇車斎藤善小出川島青木
平山齋藤光内野川澄菅谷高塚吉田薄井仲澤
北林加藤下山西尾原田久薄井
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■　教育課程の変遷

芸術Ⅰは音楽Ⅰ、美術Ⅰ、書道Ⅰのいずれから１科目選択
芸術Ⅱは音楽Ⅱ、美術Ⅱ、書道Ⅱのいずれから１科目選択
芸術Ⅲは音楽Ⅲ、美術Ⅲ、書道Ⅲのいずれから１科目選択
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■　創立４０周年事業の概要

創立４０周年記念準備委員会

　　第１回　平成３０年８月３１日　　　第２回　平成３０年１２月１１日
　　第３回　平成３１年３月１４日　　　第４回　令和元年６月１３日
　　主な議題
　　○準備委員・委員長決め　○事業内容の検討　○記念式典の方針の検討
　　○記念誌編集方針の検討　○会則及び組織の検討

創立４０周年記念事業実行委員会実施

　　第１回　令和元年９月１９日　　　第２回　令和元年１１月１４日
　　第３回　令和２年２月６日　　　第４回　令和２年５月２２日
　　第５回　令和２年１０月９日　　　第６回　平成２年１１月２０日

実行委員会役員

　　委員長　百瀨幸次（元PTA会長）
　　後援会　会長　吉村貞男　　副会長　櫻井笑子　　副会長　石橋久和
　　同窓会　会長　山内啓嗣　　副会長　阿部知和　　副会長　鬼澤雅弘　監査　田中孝史
　　ＰＴＡ　会長　鳥海直樹　　前会長　髙橋　哲
　　　　　　前副会長　赤海章義　　副会長　後藤美香　　副会長　前田憲一　
　　　　　　広報委員長　大﨑淳司
　　学　校　校長　弘海政信　　　教頭　遠山宗利（金田一幸）　
　　　　　　事務長　及川佳司（多田文裕）　　総務　飯島孝則　　事務局　板倉恵一

事　　業

　１　記念式典について・・・担当後援会・学校（コロナ禍のため中止）
　　　実施予定内容・・・式典・記念講演（我武者羅應援團）
　２　祝賀会について・・・担当同窓会・学校（コロナ禍のため中止）
　３　緞帳の改修について・・・昭和５８年・５９年・６０年寄贈緞帳の改修
　４　記念誌について・・・担当ＰＴＡ・学校
　５　記念品について・・・エコバック作成（ロゴマーク作成４０期生齋藤春菜作）
　６　時計塔の改修・設置について・・・同窓会平成２７年作成
　７　交流会実施について・・・（コロナ禍のため中止）
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■　創立４０周年の会則

（名　称）
第１条　本委員会は千葉県立成田北高等学校

創立４０周年記念事業実行委員会と称
し、事務局を同校内に置く。

（目　的）
第２条　本委員会は同校創立４０周年記念事業

を行うことを目的とする。
（構　成）
第３条　本委員会はＰＴＡ、後援会、黎明会

並びに校長が指名した学校職員を委
員として構成する。

（役　員）
第４条　本委員会に次の役員を置く。
　　　　委 員 長　　１　名
　　　　副委員長　　４　名
　　　　理　　事　　若干名
　　　　事 務 局　　２　名
　　　　会　　計　　２　名
　　　　監　　事　　２　名
　　２　委員長及び監事は、委員の互選によ

り選出する
　　３　委員長は委員の中から副委員長・理

事・会計を委嘱する。ただし、副委
員長１名は校長に、会計１名は事務
長に、事務局１名は学校職員代表に
委嘱する。

　　４　委員長は本委員会を代表し会務を総
括する。

　　５　副委員長は委員長を補佐し、委員長
に事故があったときは会務を代行す
る。

　　６　理事は事業の企画・運営にあたる。
　　７　事務局は会務に携わる。
　　８　会計は会務会計事務に携わる。
　　９　監事は会計を監査する。 

（会　議）
第５条　本委員会の会議は必要に応じて委員

長が招集し、次の事項を審議する。
①　事業計画及びその内容に関する
こと。

②　予算案及び決算に関すること。
③　その他、委員長が必要と認めた
こと。

　　２　会議の議決は委員の過半数の賛成を
要する。

（会　計）
第６条　本委員会の会計はＰＴＡ及び後援会

並びに黎明会の補助、その他寄付金
をもって充てる。

（期　間）
第７条　本委員会は所期の目的を達成した日

をもって解散する。

附　則　この会則は令和元年９月１９日から実
施する。



創立４０周年記念誌の発行にあたって
編集後記

　創立４０周年記念誌が多くの皆さまの御協力によってここに完成し、発行できたことは誠に有
難く厚く御礼申し上げます。
　発行にあたり、創立５周年・１０周年・２０周年・３０周年の記念誌を読み、成田北高校の歴史を
知ることができました。１期生が４月１５日成田西高校体育館で入学式を迎え、まだ舗装されて
いない学校への道を通ったこと。２年目に北校舎、３年目に体育館ができたこと。千把ヶ池を
グランドにしたので、埋めても埋めても地盤が沈下してしまったこと。PTAと生徒・職員で約
６０種８００本程の植樹をしたこと。記念誌「黎明十年」に旧職員の文章で「ないないづくしの開校
時」という行があり、「成田北高校は第１期生の卒業をもってほぼ完成した。３年間は生徒と話
し合いながらコツコツと作り上げていく作業だった。」と知り、敬服するばかりです。さらにテ
ニスコートを作り、グランドへの階段を作り・・・いろいろなものが備わるまで８年かかった
こと。その後バブル景気を経験し、３０学級のマンモス校となったこと。学校行事はさらに充実
し、オーストラリアのワガワガ高校との交流も開始したこと。今までの歴史を経て現在があり
ます。この１０年間でPTA活動が多方面で充実しました。今回記念誌「黎明四十年」を読み成田
北高校の歴史に少しでも興味を持ち、満足していただければ幸いです。

板倉　恵一
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PTAページ編集を終えて

　成北PTAのこの１０年の躍進は平成２５年の全国高等学校PTA大会での発表という大役から始
まったのだと思います。その年の７月に始まった成北未来講座は全国大会の発表テーマでも
あった“キャリア教育”に向き合ったときにPTAがどうしてもやりたかった活動だったのです。
　また、同じ年に行われた印旛地区公立高校合同研修会を主催校として成功させたことが成北
PTAの結束を固めてくれました。
　そして、役員選出方法を見直すことでPTA活動に関心の強い仲間を集めることができるよう
になり、役員の人数も大幅に増やすことができたのです。
　平成２６年には地域交流委員会（現文化地域委員会）と研修委員会（現教養研修委員会）を加
え５委員会として、委員会活動がさらに活発になっていきました。
　いまも続く成北PTAのスピリットは、今の１３人という役員数に表れているように年々引き継
がれているのだと思います。これからも成北PTAが発展していくよう陰ながら見守っていき
たいと思います。

PTA広報委員長　大崎　淳司
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